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 令和８年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前 ９時３０分） 

 

四 戸 副 議
長 

皆さん、おはようござ います。先日同様、議 長に事故があるため、 地方自治法
第１０６条第１項の規 定により、本日も副議 長の私が議長の職務を 務めさせて
いただきますので、よろしくお願いいたします。 

日程第１、会議録署名 議員の指名を行います 。会議録署名議員は、 会議規則第
１２２条の規定により、６番崎廣議員と７番萱野議員を指名します。 

日程第２、一般質問を 行います。各議員から の質問事項は、お手元 に配布した
とおりであります。こ の順序により指名しま す。はじめに、２番中 川議員を指
名します。中川議員。 

 

２番 

中川議員 

はい。それでは、おはようございます。それでは通告したがいまして、「非農地
植林計画の考えは」と いうことでお聞きした いと思いますのでよろ しくお願い
いたします。平成２３ 年頃より平取町全域に 農作物被害を減らす目 的として、
侵入防止柵を整備し、 各地区で今まで管理を 行っていることと思わ れます。自
分も地域の役員として 、当初から今まで１４ 年間ほど管理を任され てきました
が、ここ数年の間に少しずつ地域内での変化が見られます。何かと申しますと、
平成２３年の当時は、 山林に面している農地 については、それぞれ の方達が畑
で野菜や牧草の収穫をされていました。しかし、ここ数年の間に草木が目立ち、
管理されてない農地を 目にします。原因につ いては、いろいろな事 情があると
思いますが、そのよう な農地については有害 獣の餌場や隠れ場所と なるため、
その付近にある管理さ れている農地にとって は、農作物被害の温床 となること
を考えれば、被害を拡 大させる原因だと思わ れます。そこで農業委 員会と産業
課に質問を伺いたいと 思いますので、よろし くお願いいたします。 最初に農業
委員会にお聞きしたい と思います。利用状況 が悪く管理されていな い農地につ
いては、農業委員会で はどのように判断して いるのかわかりません が、指導対
象となり、場合によっ ては農地中間管理機構 、いわゆる農地バンク への貸し出
し、勧告などもあり得 ることだと思います。 一般的な農地について は農業委員
さん達が地域を巡回し 、チェックしていると ころも私は遭遇したこ ともありま
すが、山林に面してい る農地についてはどの ようにチェックしてい るのか伺い
ます。また、管理され ていない農地について はどのように指導して いるのか伺
いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

農業委員会事務局長。 

 

農 業 委 員
会 事 務 局
長 

はい。お答え申し上げ ます。まず、当農業委 員会の重要な活動の一 つでありま
す農地パトロールとい うものを毎年行ってお ります。それにつきま しては、農
地の利用促進につなげ るための情報収集を目 的に農地法に基づきま して必須業
務として行っているも のです。その中で、今 後農地として再生利用 が困難な農
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地と判断する場合もご ざいます。パトロール の際なんですけども、 議員のおっ
しゃいました森林部分 の確認、山林部分です ね、それにつきまして は、各委員
が持参しているタブレ ットに最新の航空写真 が登載されております ので、それ
を見ながら確認をして いるような形で、明ら かに森林化しているよ うな箇所に
ついては、タブレット によりその場で非農地 といったような判断を させていた
だいております。でき る限り現地に赴きはし ますけども、広大なそ ういった明
らかな箇所については、そういった確認方法をとっているところでございます。
そういった中で非農地 であるというような判 断をする場合がござい ます。そう
いった場合には、土地 の所有者の方に今後の 利用の確認をしたうえ で、農業委
員会総会にて、農地ま たは非農地とするか、 審議した後に非農地と 判断されれ
ば農地台帳上の現況地 目を非農地に変更をす るような形になります 。その過程
の中で土地所有者の方 への意向を確認します けども、先ほど議員が おっしゃい
ました農地バンク、農 地中間管理機構への貸 し付けという方法もご 本人の意向
によってあり得ますけ ども、今のところ当農 業委員会の管轄におい ては、農地
バンクへの貸し出しと いった意向もしくは実 績というのはないよう な状況です
ので、ご本人もしくは 周辺の担い手の方への 貸し付けなり権利移動 を促してい
るような状況でござい ます。一方現地を見る 中で、現状は、耕作は されていな
いものの、ある程度手 を加えれば農地利用が 可能であると判断した 場合には、
農業委員なり農地利用 最適化推進委員のほう から農業者の農地所有 者の方に対
しまして、今後とも農 地としての利用をあく までも促していく、ご 本人が難し
ければ、他の方へもお願いしていくような指導まではいかないんですけれども、
利用を促すといったような流れでございます。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

はい。わかりました。 一応山林に面している 部分に対しては、タブ レットか何
かでチェックしている というふうな理解でわ かりました。それで先 ほど最後の
ほうに局長が言ってい ましたけども、指導を 促すというふうに先ほ ど言ってい
ましたけども、指導のほうはされてないという理解でよろしいでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

農業委員会事務局長。 

 

農 業 委 員
会事務局 

はい。農地の権利移動 の際には、申請する方 につきましては当然、 今後農地と
して利用していくとい う約束のもと権利移動 がなされていくわけで ございます
けれども、それでも何 らかの事情により、耕 作が困難になる場合も あり得るか
と思います。そういっ た場合には、多少時間 は掛かっても地域の方 の協力を得
るなりしながら、あく までも強制ではありま せんけども、何とか農 地として維
持をしていきたいとい う観点から利用を促す といったような程度に とどまって
はおりますけども、も ちろん関係機関とも協 力を得ながら、そこは 指導に近い
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形に持っていきたいん ですけども強制はせず 、時間をかけてでも促 していくと
いうようなことでございます。 

 

四 戸 副 議
長 

２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

はい。わかりました。 それでは次の質問に入 りますけれども、山林 に面してい
る農地だからといって 勝手に無断転用するこ とは厳禁とされていま すよね。先
ほど非農地について少 し答弁の中で触れてい ましたけど、実際、現 状としてど
のようになった時、非 農地として判断するの か、ちょっとそこら辺 のところを
詳しく教えてもらいたいなと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

農業委員会事務局長。 

 

農 業 委 員
会 事 務 局
長 

はい。お答え申し上げます。まず非農地にする場合には２パターンありまして、
申請者が申請に基づく 転用許可によるものが １つと、先ほどの農地 パトロール
での耕作困難な箇所を 非農地判断するといっ たような２つのパター ンがあるか
と思います。まず１つ 目、農地を農地以外に したい場合の農地転用 について簡
単にご説明しますと、 これは農地法第４条及 び第５条により、都道 府県知事の
許可が必要になります 。農地転用の許可制度 では、優良農地を確保 する観点か
ら、その土地の優良性 ですとか周辺の土地利 用の状況等により、土 地の農地区
分というものを設定し まして転用を制限して おります。市町村農業 振興地域整
備計画の農用地区域内 の農地及び１０ヘクタ ール以上の集団的農地 など、一般
的に生産性の高いと思 われる農地が第１種農 地になりますけども、 そういった
農地では原則的に転用 は認められておりませ ん。転用計画、転用し ようとする
箇所が、それら以外、 生産性の高くはないだ ろうというような農地 区分であっ
た場合につきましては 、定められております 一般的な基準をクリア する必要が
ありまして、例えば転 用による土砂の流出で すとか用排水等農業用 施設への影
響などその周辺農地で の営農に支障がないか が問われます。他にも 転用しよう
とする計画面積の妥当 性や、資金の計画など 計画実行の確実性など 、そういっ
た項目もございます。 それらを踏まえたうえ で農業委員会では総会 を経て意見
をまとめたうえで、北 海道知事に提出し、北 海道知事はその意見も 踏まえた中
で総合的に許可を判断 するといったような転 用の流れとなります。 もう一方の
農地パトロールでの判 断でございますけども 、非農地と判断いたし ます、農地
として再生利用が困難 な土地そういった判断 する場合の具体的事例 をとしまし
ては、例えば、人の背 丈以上の木が何本もあ るですとか、トラクタ ーなどの農
業用機械では耕起できず、重機でなければ到底農地として復元できない、また、
仮に復元できたとして も、周囲の状況から見 て、継続して農地とし て利用がで
きないと見込まれると いったような場合が例 としてはございます。 したがいま
して、それら以外の、 現に耕作はされていま せんけども農業機械で 復元できる
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程度の状況であれば、 何回も繰り返しになり ますけども、そのまま 農地として
取り扱い、所有者また は地域の担い手の利用 を促していくといった ような考え
方になります。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

はい。２番中川です。 今までの局長の答弁聞 いていまして、農地法 の基準から
なかなか簡単には非農 地には認めてくれない ということがわかりま した。また
農地法詳しく聞いても 、またあまり理解でき ないんですけども、だ けど場合に
よっては利用できない と見込まれた時は非農 地の可能性もあるよと いうふうに
伺いましたけども、ち なみにですね、このよ うな農地については、 農地バンク
に登録された方って、 今までこの町内にいた のかどうか、ちょっと そこら辺確
認しておきたいと思いますんで、よろしくお願いします。 

 

四 戸 副 議
長 

農業委員会事務局長。 

 

農 業 委 員
会 事 務 局
長 

はい。農地バンクへの 登録といった運用もあ りますけども、利用意 向をした中
でそういった登録の希望がありませんので実績もございません。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

そ れ で は 次 に 産 業 課 に お 聞 き し た い と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま
す。地域計画が示すべ き農地の判断として、 以前、地域計画が２０ ２５年３月
までに各市町村で策定 が義務化されました。 当町においても１０年 後の農地利
用の姿を地域で話し合 いに基づき、目標地図 として、その未来設計 を示された
ことと思います。そこ で先ほど農業委員会の 中でお話がありました が、管理さ
れていない農地の維持 管理を続けるかどうか という判断は、農業者 との中で話
し合われているのかどうかお聞きしたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

産業課長。 

 

産業課長 はい。ただいまのご質 問にお答えしたいと思 います。地域計画策定 は、中川議
員がおっしゃるとおり 令和７年３月に策定を し、公告を経て、国の 認可を町の
ホームページに公表し ているところでありま す。策定にあたっては 、町では令
和５年１１月に事業着 手をしまして、この間 農業委員会では、農業 者個々に意
向調査をし、目標地図 素案を作成し、町のほ うに提出、町ではその 目標地図素
案をもとに各集落に赴 き、説明会や先ほども お話ありましたように １０年を見
据えた将来の地域農業 について、地域の生産 者、担い手と話し合い を行ってき
ております。その中で 、農地の維持管理、活 用が難しいところは既 に、白地、
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区域外としております 。それはあくまでも話 し合いの中で、今後農 地として活
用できないという中で 白地にしてございます 。また今後そういった 農地が発生
するようなことがあり ましたら、現在、国の 事業で、平取町では中 山間地域等
直接支払交付金事業、 また多面的機能支払交 付金事業を活用しまし て、地域で
は農地保全のための共 同活動を行っている利 用組合、組織単位と定 期的に話し
合いを重ねてきており ます。その協議の中で 、農地保全を含めた地 域の地域農
業の問題解決に向けて努めていきたいというふうに考えています。 

 

四 戸 副 議
長 

２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

わかりました。一応地 域の中で話し合いに努 めたいということです よね。そう
いうことでしたら、続 けて次の質問に入っち ゃいますけども、実際 には近隣で
耕作している方にお願 いする方法が無難だと いうふうに私は実際に 思っていま
す。このことはなかなか難しいことが現状ではないかと思っていますけれども、
例えば自分もそのよう な農地が農業委員会で 非農地と判断された場 合、林地化
指定管理の基準をもっ と示すべきと思ってい ます。なぜ林地化の検 討を進める
かと申しますと、今話 題になっている太陽光 パネルの設置をなるべ く阻止し、
国立公園の景観を維持 、そして山林火災、自 然災害防止の目的に、 地域森林計
画に確実に編入するこ とが望ましいことだと 思っています。こうし た農地につ
いては、土地基本法の 適正な土地利用の確保 の観点から森林地域へ 移行し、周
辺の森林地域と一体的 に管理することが適当 と考えられます。そこ で、農業委
員会と連携し、森林地 域として管理すること が適当か適否調査等を 実施し、森
林地域への編入基準を 整え、地域資源として 活用することが１番望 ましいので
はないかというふうに思いますが、そこら辺いかがでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

産業課長。 

 

産業課長 はい。お答えしたいと 思います。今中川議員 がおっしゃっているこ とも、一つ
のお考えであるという ふうに思っております 。しかし農地から森林 に移行する
ことは容易ではないと 捉えておりまして、森 林に移行する方法とし て、大きく
２通り考えられます。 現状ですね、農地で利 用されている土地に農 業サイドの
補助金を活用して植林 をする場合、町が農山 漁村活性化法に基づき 活性化計画
を作成し、その中で農地保全事業として森林事業の計画を企てないと、農地法、
先ほど農業委員会のほ うからもお話ありまし た、農地法に係る転用 許可手続き
や、農業振興地域の整 備に関する法律、俗に 言う、農振法にありま すが、農振
法 に 係 る 農 用 地 区 域 除 外 手 続 き の 不 用 扱 い と は な ら な い 状 況 に な っ て お り ま
す。また農業サイドの 補助金については、林 業サイドの植林に係る 補助金と比
べて半分以下の補助金 という形になってござ います。次に、林業サ イドの補助
金を活用して植林を今 後する場合については 、現状農地として利用 されている
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土地は農地法、農振法 による手続きは容易で はなく、時間を要する と考えてお
ります。農振法では、 先ほど農業委員会渡邉 事務局長からも申し上 げましたと
おり、利用状況等の確 認の中で判断すると思 われます。また、農振 法では、農
用地区域からの除外す る要件がありまして、 農地から除外する場合 は当該農地
以外に代替地がないこ とや、また、当該農地 周囲にある農地に農業 上支障がな
いことなど、全ての要 件をクリアしなければ 手続きができないこと となってお
ります。町では、仮に 農地所有者から農地に 植林をしたい旨、相談 があった場
合については、ただい ま申し上げましたとお りの流れで進めてまい りますが、
基本は、産業課としま しては、町としまして は農地として利用して いただきた
いというふうに考えて おりますので、農業委 員会、また関係機関、 さらには地
域の生産者、担い手と 調整をし、農地利用を していきたいというふ うに考えて
おります。国では農地 の利用について、農業 者の減少、高齢化等の 課題に直面
していることから、耕 作放棄地が増え、農地 が適切に利用されなく なったこと
が大きな要因と捉えて おります。このような 中、食料安全保障の強 化や農業の
成長産業化を進めてい くためには生産基盤で ある農地が持続性を持 って、最大
限利用されるよう取り 組みを進めていく必要 があるとしております 。先月、２
月２０日に開催されま した国の衆参本会議に おいて、高市首相は施 政方針の演
説の中でも全ての田畑 をフル活用し、食料自 給率の向上を目指すた め別枠で予
算を確保し、取り組ん でいくとしております 。その施策が今年の６ 月以降に国
から具体的に示される というふうに聞いてお ります。町としまして は、その内
容を注視しながら、こ れからの平取農業の方 向性、また農地利用に ついて見直
し、また再構築をしていきたいというふうに考えております。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

２番中川議員。 

 

２番 

中川議員 

わかりました。課長の 答弁では、管理されて いない農地については 、平取町の
農業の方向性を利用し て再構築する考えだと いうことで理解しまし た。そこで
課長多分、昨日の農業 新聞見たかどうかわか りませんけども、ここ でですね、
地域計画の更新という ことで、「『白地農地』 解消しっかり」という ふうに書か
れていました。農水省 が昨年７月末にまとめ た市町村の地域計画で は、１０年
後の耕作者を特定でき ない農地、いわゆる白 地農地は、全国で３割 を超えたと
言っています。この白 地農地というのは集団 性が低く、土地改良事 業から、事
業を実施してないとい うことですね、白地に 落ちているのはね。そ こで農水省
は町村に地域計画の更 新を促すとともに、将 来の地域農業の在り方 や農地集約
について話し合うには 、信頼できるまとめ役 が欠かせないというふ うに書かれ
ています。そして最後 に農地の整備や集約と いう、既存の方法だけ で将来にわ
たって耕作者を確保す るのは難しい、規模の 大小に問わず、農業を 魅力ある仕
事にすることを忘れて はならないというふう に書かれています。先 ほど課長も
おっしゃっていました けど、これについては 、ちょっと今日議題と 違いますん
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でね、後でまた議論さ せていただきますので よろしくお願いいたし ます。しか
し、先ほど農業委員の 局長もおっしゃられて いましたけども、まれ に利用でき
ない農地が、利用でき ない場合、非農地とし て認めるよというふう におっしゃ
っていましたので、以 前耕作していた農地が 山林と一体化し、復元 が困難にな
った場合、非農地証明 書をお願い申しでて、 地目変更登記も一つの 考え方を持
ってもらいたいなとい うふうに私は思ってお ります。非農地の利用 と検索する
と、最初に出てくるの は、太陽光パネルとい うふうに出てきます。 それも一つ
の考え方だったと思い ますけどね、林地化の 検討を進め、ＣＯ２の 削減、環境
問題に少しでも協力し てもらう考えを願って もらいたいなというふ うに思いま
すんで、最後にちょっ と課長の答弁を聞いて 、この質問を終わらせ たいと思い
ますのでよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

産業課長。 

 

産業課長 はい。お答えしたいと 思います。昨日ですね 、農業新聞に、今議員 がおっしゃ
るように地域計画の更 新に係る活用方法含め て書いてあったのかな という、掲
載されてあったのかな というふうに思ってい ます。私自身もこの記 事のほうは
読ませていただきまし た。その中で、先ほど は白地（はくち）とい うことで言
っていますけど、おそ らく白地（しろじ）と いう、先ほど私答弁の 中でもお話
ししましたように、当 時その地域計画策定す る際に、地域の方々と 意向調査の
結果で目標地図が出て きておりまして、その 中で、実際に色が塗っ ていないエ
リアがやっぱり農地の 中にもあるんですよね 。そこを白地という扱 いにさせて
いただいているんです が、それについては、 地域の皆さんと担い手 の方々とお
話をした中で、ここを 今後、やっぱり農地と して使えない、使って いけないっ
ていうのはやっぱりあ るもんですから、そう いったものにつきまし ては、中川
議員がおっしゃるよう に、今後、違った形で 農地以外の、農地利用 以外の形で
活用していくことも一 つの手法かなというふ うには思っています。 ただ、先ほ
ど言いましたように、 町としてはやっぱり農 地として、やはり生産 性を上げて
いきたいということも ありますので、そうい った中で考えていきた い、そうい
う形で生産者の皆さん には、お話をさせてい ただきたいというふう に思ってい
ます。記事の中にもま とめ役というような表 現で書いてありました けど、なか
なかやっぱりこういう 平取の地域ではそうい うまとめ役というのは 、私はそこ
が農業委員さんになる のかなというふうに思 っていますので、今後 も、町、農
業委員会と連携をしな がら、少しでもその農 地利用という形の中で 生産性を上
げられるような農地の 活用を、いろんな国の 事業も活用しながら進 めさせてい
ただければなというふうに思っています。よろしいですか。 

 

四 戸 副 議
長 

中川議員の質問は終了します。 

次に、８番千葉議員を指名します。８番千葉議員。 
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８番 

千葉議員 

８番千葉です。本日は ２問の一般質問となり ますが、最初に通告し てあります
「公共建築物の計画的 な解体整備について」 ということで質問を進 めてまいり
ますので、よろしくお 願いいたします。現在 、町内におきまして、 老朽化が進
み経年劣化している代 表的な公共建築物とし ては、廃校となりまし た旧貫気別
中学校校舎やびらとり 温泉のゆから開業前の 旧びらとり温泉、老人 福祉センタ
ーなどがあります。ま たその他としても、解 体を計画しなくちゃい けない大小
いくつかかの公共建築 物もあると思っており ます。それから予定さ れている荷
負生活館の改修に伴う 旧生活館の解体とか、 あるいは中長期的には 、今後予定
されてくるだろう新庁 舎の建設が予定されて おりますが、その庁舎 の解体とか
も将来的には含まれて くるのかもしれません 。いずれにしてもこの まま放置し
ておくということになれば、町全体の景観や建物の安全性、また、火災や地震、
そして不慮の事故など も懸念されるところで あります。今後は年度 を追って解
体経費の予算化された 取り組みが、やはり避 けられない状況になっ ていると思
うのですが、場合によ っては一部保存を検討 し、何かに活用できる かも含めた
といたしましても、今 後の計画的な解体整備 の予定はどのように進 めていこう
としているのか。町と しての考え方や方向性 を含めての見解を伺い たいと思い
ます。 

 

四 戸 副 議
長 

副町長。 

 

副町長 はい。それでは千葉議 員のご質問にお答えを したいと思います。ま ず公共建築
物については、令和３ 年度に改訂をしました 平取町公共施設等総合 管理計画を
基本としています。その計画の中ではこれから人口規模が縮小するという中で、
将来を見据えた公共施 設の適正な配置等を検 討するとして、公共施 設の総量を
最適化をして持続可能 な行政サービス提供体 制を構築するというふ うにしてい
ます。基本的に既存施 設については老朽化の 状況や、利用実態、今 後の需要見
通しを踏まえて、今後 とも保持していく必要 があると認められるも のについて
は長寿命化をすると。 建て替え、民間等への 移譲、あるいは複合化 、広域化の
いずれかを選択し、建 て替えをする場合には 、まず規模の縮小や他 の施設との
複合化を検討するとし ています。例えば、具 体的に言うとこの計画 の中では、
ふれあいセンターびら とりや、あるいは中央 公民館については、中 央公民館も
耐震化は終わりました けども、そこについて は、今後も建物の長寿 命化を図り
ながら利活用するとい うことであったり、あ るいは生活館、改善セ ンターにつ
いては、役割が重複し ている施設もあること から、施設の統合や機 能集約を検
討するということと、 検討にあたっては老朽 化の状況や利用状況を 考慮して、
地域の住民と協議をし て進めるというような ことも方針も掲げてい ますので、
基本的にはそういう形 で今後も集会施設等に ついては協議をしてい きたいと思
いますけども、集会施 設それぞれ役割があり まして、災害の時の緊 急避難所で
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あったり、あるいは選 挙の投票所であったり ということもあります ので、中に
は地域に複数か所、集 会所を持っているとこ ろは協議をしながら、 減らすもの
は減らしていきたいと いうのが基本的な考え です。基本的に先ほど 申したとお
り、この計画に基づいて整理をしていきたいというふうに思っています。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

今副町長のほうからご 答弁、見解いただきま したけども、私もいろ いろ今まで
の、この長年の間放置 されてきている、使わ れなくなった、いわゆ る公共施設
というものを見てきて いるわけですけども、 解体経費の予算という のはね、な
かなか何かこう有効に 生かされた予算の計上 ではないっていう部分 というのは
やっぱりどうしてもあ ると思うんですね。町 民にとっても何かこう 生かされた
事業経費の扱いではな いので、どうしても毎 年先送りにならざるを 得ないのか
なあという懸念もちょ っと自分なりに持って いるんですね。ただこ のままやっ
ぱり放置できない部分 、これはもうさっき具 体的にちょっと名前出 しましたけ
ど、やはり貫気別の中 学校の校舎あたりはね 、もう経年劣化という のも築年数
がもう相当経っていま すので、それとやっぱ り使われてないとかな り傷んでく
るというのも、建築物の特徴だと思っていますんで、その辺とか、やはり温泉、
今のゆからできる前の 老人福祉センターです か、あれもなかなかち ょっと解体
っていうか、中のもの は整理されてきたんで すけども、解体にまだ 踏み切って
いない。それと、その 当時ちょっと議論され たんですけども、温泉 施設の旧温
泉施設の石を使った立 派なお風呂があったん ですけど、石を有効活 用したらい
かがかなっていう話も 当時ちょっとあったん ですけど、それも残念 ながらまだ
考えが至っていないの か、まだ整理されてな い。何かまだそういっ た形で解体
整理に至ってないという部分があるんですけども、やはり一つは、私はやはり、
年度を区切って段階的 な解体を計画する具体 的なものをやっぱりき ちっとこれ
から積み上げて、それ をやっぱり議会にも提 示してもらいたいなと 思っている
んですね。なぜかとい うと貫気別の中学校は やっぱり１億円以上確 かかかると
いう話で、多分老人福 祉センターのほうもね 、代表的な所２か所に 限ってお話
するんですけども、あ れも結構数千万とかか かるのかなって思って います。そ
うなってくると、単年 度で全部１つずつ処理 しなさいというのは現 実的に私は
ちょっと難しいのかな というふうに思ってい ますんで、例えば基金 のようにや
っぱりそのことについ てやっぱり目的を持っ た積立てをしていく方 法、それか
ら、例えば学校の校舎 とか大きいし、廃材も 相当な量出てくるもの ですから、
例えば１年目で上物の木を中心としたものを解体して、そして集積をしていく。
２年目で例えばコンク リートとか基礎の部分 、これを解体して、や はり集積を
しておく。そして３年 目に集積、区分けした 部分を搬出をしていく っていうの
が、それが単年度なの か、２年３年かかって もいいんですけども、 そういった
段階を踏まえてやっぱりやっていかないとね、なかなか私は手が一気につけて、
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一気にその部分を捻出 していくということは 、今の平取町の財政状 況からいっ
たら非常に難しい面が あるなと思っています ので、その辺のことは 何か具体的
な検討がなされてきて いるのか、その辺につ きましてもちょっとご 答弁を求め
たいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

副町長。 

 

副町長 それではお答えします 。今、千葉議員に言わ れたとおり、段階的に 解体をして
いくっていうのも方法 の一つかと思いますけ ども、そこのところは 具体的に何
かをしているかってい うと、実際具体的な検 討はしてないというの が実態なと
ころです。しかし今言 われた旧貫気別中学校 や、あるいは旧温泉の 関係につい
ては少し動き、今後の 方向もありますんでそ れを少し答弁とさせて いきたいと
思います。まず旧貫気 別中学校ですが、ここ はもう平成２４年３月 に統合で廃
校ということで、その 後平取ダムの建設時に 宿泊施設ということで 利用してま
したけども、２月の産 業厚生常任委員会でも 産業課長が口頭で報告 しましたが
今、ＪＡびらとりが体 育館の施設の利活用を 考えているということ で申し出が
あって、麦と大豆の低 温倉庫の整備を考えて いるということになっ ています。
そういうことで、その 話が具体的になった時 に校舎もどうするかっ ていうとこ
ろはちょっと検討して いきたいなというふう に思っているところで す。あと老
人福祉センターですけ ども、これも平成２６ 年に新しい温泉がスタ ートして、
その当時は旧温泉につ いては有効活用します よということで、解体 をしないで
ということにして進ん でいて、現在に至って いるという状況ですけ ども、この
総合計画上では令和９ 年に調査費みたいのを つけましたけど、今後 やっぱりび
らとり温泉ゆからを中 核として、古くなって いる施設、旧温泉もあ りますし、
スケートリンクやある いはテニスコートや散 策路を含めて、それも 含めて総合
的なエリアをどうするかというのを今後検討していきたいっていう、その中で、
解体も含めて検討して いきたいと思っていま す。やっぱりただ壊す っていうこ
とでいくと、やはり財 源もつかないし、千葉 議員の言われたとおり 段階的にと
いう時間的にもあるも のですから、できれば 何か壊して建てるとい う形でいく
と 交 付 税 措 置 の あ る 起 債 や 補 助 金 な ど も 活 用 で き る の か な と 思 っ て い ま す の
で、旧温泉については そういう形で検討して いるということなので 、特に今言
われた部分については 、方向性としてただ壊 すんではなくて、違う 動きがある
ということを答弁させていただきます。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

そうですね、認識とし ては大体私も同じよう な思いでいるもんです から、一気
にやっぱりできない部 分っていうのはやっぱ りどうしても出てくる から、ただ
老人福祉センターにあ たっては、私も、中の 機材整理した時も見て きたんです
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けども、まだやっぱり お風呂の部分の石って いうのはどう見てもや っぱりもっ
たいないなというふう に思ってるんですね。 その辺は例えばですけ ど温泉施設
じゃないですけども旧 施設を解体するにあた って何か有効に利用し ていくって
いうのを、やはり自治 体によっては、町民か ら何かこうアンケート とかアイデ
アをもらったり、意見 をもらったり、それか ら活用方法としてここ の町にはこ
ういったものがあると ね、それに活用したら どうですかっていう部 分で、意見
を結構聞いて進めてい る町もあるんですよ。 ですから私は、例えば の話ですけ
ども、老人福祉センタ ーあたりを解体すると なれば、やっぱりお風 呂の部分と
いうのかな、浴槽もそ うなんですけども、上 屋を仮に全部取り払っ て、要する
に建物としないで、あ の部分をやっぱり有効 活用するんであれば、 例えばの話
ですけども、子ども達 の水遊びの場にしたり ですね、あるいはちょ っとキャン
プ場で犬の受け入れと かやってないんですけ どドッグランとして使 うとか、あ
るいは犬専用のプール に変えていくとか、何 かこう、一例ですよ、 私言ってい
るの、一例ですけども 、何かやっぱり活用方 法、それから費用負担 を抑えた中
での斬新なアイデアっ ていうのかな、それを やっぱり町民から聞き 取りして、
要望的なものがあって 、もし合致する面があ ればね、やっぱりそれ に向けてや
っぱりそろそろ動き出 してはいかがかなとい うふうに思っています 。本当に耐
震でない部分では、や っぱり貫中の建物もそ うなんですけども、や っぱり永久
的にこのまま先送りし て、何もないだろうと いうことでいくのはや っぱり不安
なんですね、自分とし ても。ですからやはり 計画性を持ってね、今 言った特に
温泉なんかは、石なん かばらすとして使うと なればね、例えば、町 外から来た
宿泊者にとっても、ち ょっと環境のいい遊歩 道をつくるとか、それ に温泉の石
を活用するとか、様々 私はいろんな考え方が あると思うもんですか ら、今後や
はりそのことをやっぱ り具体的に進めていっ て、いい形で予算に無 理のない方
法含めて、ぜひ解体を 進めていってもらいた いと思いますので、こ のことに対
して答弁求めないので 、よろしく検討してい ただきたいと思います 。それでは
次 の 質 問 に 入 り た い と 思 い ま す 。「 町 民 の 足 と な る 公 共 交 通 の 整 備 体 制 に つ い
て」伺っていきたいと 思います。今回は、大 きく２つに分けて、町 内循環の交
通整備についてと、そ れから町外へアクセス するための交通整備に ついて質問
をしてまいりますので ご回答のほうよろしく お願いしたいと思いま す。まず最
初に町内循環の交通整 備について質問します が、ご承知のとおり現 在運行して
おります、スクールバスとかデマンドバス、それからびらっくる号の福祉バス、
それから病院の送迎バ スもいろいろあるんで すが、そのほかに道南 バスの路線
バスも現在ささやかな がらですが、何本か運 行しております。でも 町民が求め
ている、本当に必要と してる運行形態なのか どうかというところか ら質問した
いと思いますけども、 やはり今の状況からい ったら町の財政状況も そうなんで
すけど、経済性とか町 民が求めているような 効率のよい運行に変え ていく必要
が、私はやはりあるの かなと。これは昨年の ６月の一般質問で地域 交通のこと
を質問しましたけども 、私はですね、現状で このままいくのかなと 、検討どの
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ようにされてきている のかなというのがまず やっぱり去年の質問か らもう９か
月ぐらいたっているか な、６月ですから。そ のことについて何か良 い方向で変
化がある取り組みを考 えているのかも含めて ですね、今までの９か 月間どのよ
うな検討がなされたの か伺っておきたいと思 います。これはもう地 域交通でお
願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。ただいまの質問 にお答えしたいと思い ます。基本的な方向性 としては、
路線バスへの接続を基 本とした域内交通です ね。デマンド交通をは じめとする
域内交通を整備してい くというのが基本的な 姿勢だと考えておりま すので、そ
のような形で進めてき ているということにな ります。具体的に地域 交通につい
てということだったの で、恐らく域内交通の ことかなと思うんです けど、域内
交通については進めて きたこととすると、例 えば学生の足を支える ためのスク
ールバスの混乗の調整 だったりですとか、あ るいは昨年も令和６年 ６月に１便
減便がありましたので 、そこに対応できる交 通のデマンドバスの組 み直しです
とか、またそこについ ては令和８年からも、 新しい走り方一つでき ないかとい
うのを今検討している というところになりま す。域内交通の検討に ついては、
そういった形になりま す。どちらかというと 今年度に関しましては 、路線バス
の最適化のほうにどち らかというと、検討の 回数ですね、日高町さ んですとか
道南バス事業者、室蘭 支局さんとの話し合い ですね、そちらのほう が回数とし
ては多く、検討を進めてきたという状況となっています。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

私がなぜこの域内の交 通に対しても、それか らアクセスしていく町 外に対して
も、交通整備体制にな ぜこだわるかというと 、一つはやっぱり、こ れから超高
齢化社会に対応する移 動手段の確保の重要性 があると思っています 。私はこの
平取町の地域性からも 、このことは大変重要 なことかなあというふ うに考えて
おります。特に最近は 、運転免許の返納等に よる生活環境の変化と か、それに
伴う病院へどうやって 通院、細かな通院がで きるのかなとか、ある いはその日
常の食生活を中心とし た買い物の不安なども おっしゃる高齢の夫婦 の方もおり
ます。少しでもそうい ったことを解消してあ げることもそうですし 、やはり広
義の意味でとらえたら やっぱり人口減少対策 としての取り組みにも ですね、地
域交通の整備はやっぱ り必要不可欠だなとい うふうに私は思ってお ります。今
の状態であったら先ほ ど言ったようにいろん なバスが走っている。 これは目的
別なものもあるし、利 用する利用形態にもよ るんですけども、やは り少なくと
もね、他の似たような 地域性のある町村なん か調べてみましたら、 やっぱりス
クールバスなんかはも う一般町民も大手振っ て乗れるような併用と いうか、活
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用ができている町も結 構あるんですね。そう いったことも含めて、 やはり柔軟
性を持ってやっぱり町民が利用しやすい、利用できるような時間帯のものをね、
まだまだ私は取り組ん でいく必要性があるの かなというふうに思っ ています。
先ほど、まちづくり課 長のほうからも、様々 やっぱり路線バスを中 心としたと
いう答弁をもらってる んですけども、何てい うのかな、それが町民 が求めてい
る利用実態とかみ合っ てないのかなというふ うに、端的に申し上げ て私は思っ
ています。路線バスを 残していくという方向 性に対しては、私は何 も反対する
何ものもないですし、 とりあえず道南バスさ ん頑張ってくれていま すから、何
とかここに営業所も今 ありますから、そのこ とはやっぱり認めてい きたいと思
うんですけども、１つには町民が求めている今の路線バスを中心としてほかの、
今言ったようにびらっ くるもそうですしデマ ンドもそうですけど、 それがうま
い具合に時間帯とかも 含めてかみ合ってるの かな。例えば温泉は行 ったけども
帰りどうやって帰って 来るのとか、単純にい うとそういった問題も まだたくさ
ん起きてるわけなんで すよ。私はやっぱりそ の辺の整備というか整 理をきちっ
とつけて、早い段階で やっぱり変えていかな いと駄目かな、路線バ スを中心に
ということであれば、 それに見合った運行形 態というのはやっぱり 、最初は試
験的でもいいですから 、取り組んで町民にと ってこの形態だったら 何とか利用
者も増えるのかな。び らっくる号にしてもデ マンドにしても活かさ れた運行が
できるのかなというふ うに考えています。特 に振内とか貫気別、貫 気別は路線
もなくなって道南バス の路線もなくなったわ けなんですけども、に おいてはで
すね、やはり遠出をし たい、あるいは、富川 にやっぱりスーパーと かドラッグ
ストアとか集中してい るもんですから、やっ ぱり富川に出たい、買 い物だけは
行きたいよっていう人 が多いんですよ、実態 を聞いてみると。そう なるとやっ
ぱり、振内から富川ま で、あるいは貫気別の 方向から、地域から富 川までって
いう直行がないんです ね。やっぱりつないで 、もう最悪本町でつな いででもい
いですけども、そうい った運行形態はやっぱ り町民の要望に私はか なった運行
かなというふうに思っ ています。それから、 病院の診療というか診 察含めて、
通院もそうなんですけ ども、専門診療ありま すよね。例えば循環器 内科とか、
眼科とか、なかなかこ れ一歩ちょっと遅れて しまうと予約がとれな いというの
かな、人数が限られて いますから、月に来る 回数も限られています から、そう
いった時に、それに合 わせて行きたいよって いう町民の方も実はた くさんいる
んですよ。細かな話を 言うときりないんです けども、私はやっぱり 、この域内
交通に関しては、まだまだ町民を交えた話し合いとか聞き取り調査とかですね、
やっていただきたいと いうふうに思っており ます。平取町地域公共 交通の活性
化協議会、３回にわた って開催されましたけ ども、そこではある程 度立派な小
冊にまとめてあって、 平取町にはどのような 課題があって、どのよ うなことを
改善していかなくちゃ いけないのかなという ことは答えはもうちゃ んと活字に
なって出ているんです ね。あとは実行するか しないか、先に取り組 んでできる
ものは何なのかという 仕分けはやっぱりきち っと私はしていく必要 性があるの
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かなと思っているんで すけども。今のまんま で、この地域内の交通 どうなんで
しょう。経済的にも何 ていうのかな、効率的 にも、しばらくこのま までいかな
くちゃいけないのか、 どうなのかということ を含めて、何かこう違 った方向で
変えていくよっていう 方向性があるのか。僕 は今のままではちょっ といろんな
スクールバスやなんか もそうなんですけども 、いろんなバスが走っ ていて、こ
れは町民にとっては大 変嬉しいことなんだけ ども、それが効率よく かみ合って
ない気がしているんで すけども、その辺の考 え方についてどうなん でしょう、
まずもってその辺伺っておきたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答えいたしま す。まず基本的に、な かなか赤字補填等も大 きいのでい
わゆる路線バスを中心 にっていうところに疑 念があると、あるいは その運行形
態が町民のニーズに合 っていないんではない かというお話かと思い ます。ここ
に つ い て は 先 ほ ど 令 和 ６ 年 ６ 月 に も う １ 便 減 便 が あ っ た と い う お 話 を し た の
で、現在、全部で道南 バスさんが平取町走っ ているのは１９便にな ります。必
ず減便があると影響は 出ます。今回減便にな ったのが、直近で減便 なったのが
７時２０分、日高ター ミナル発の富川駅行き が減便になったという ことで、先
ほどおっしゃっていた 病院への足への影響っ ていうのは、この辺か と思うんで
すよね。７時２０分に 日高を出たバスに振内 から乗って、例えば病 院に来てい
たという実態がある方 がなかなか病院に行き づらくなったというこ とかと思う
ので、その辺は先ほど 言ったように域内交通 でフォローしていかな きゃ駄目か
なというふうに考えて おります。今検討して いるものとしては、そ ういったニ
ーズがあるっていうの は地域懇談会でもお話 があったので、今ちょ っと町内業
者にお願いしているの は振内のほうから１便 、そこをフォローする ような本町
までの便を、ここは路 線バスがなくなってい るので、路線バスに影 響がないっ
ていうふうに言えると 思うので１便増やせな いかっていうことをお 話しさせて
いただきます。実際ち ょっと振内地区のほう はデマンドバスの乗車 平均がちょ
っと一番低いので、１ 便ここまで走っても問 題ないのかなというこ とで今現在
交渉しているところで す。そのような形でち ょっと路線バスが変わ ると影響が
大きいので、必ずデマ ンドバスも動かすとい う作業が出てくるとい う形になり
ます。このままでいい のかっていうところで いくと、基本的にはま だやっぱり
路線バスを中心に進め たいっていうのが意向 としてあります。やは り先ほど１
９便って言ったんです けど、１９便で最大３ ５６日走っているんで すね、１つ
の便が。全部で１９便 が走っている距離が２ ７万キロになります、 年間。ここ
に対して３,５００万円なんですけど、交付税措置等を入れれば１便平均年間３
７万円ぐらいで走って いただいているってい う、当然国の支えがあ ってですけ
ど、という形になって いて、方向性としてや はりこの路線バスを中 心に今のと
ころ、組み立てなければならないというのが現状かというふうに思っています。
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当然、ほかの問題も発 生していて、運転手不 足もあって昨年は６年 ６月に運休
が１つ出ています。こ れは本当に運転手さん がぎりぎりで、通常の １０月、４
月を待たずに減便せざ るを得なかったという 状況だと思います。そ れぐらいや
はり路線バスもかなり 心もとない状況になっ ているというのが実態 だと思いま
す。なので千葉議員お っしゃるように域内交 通の充実ですとか、新 しい考え方
を用いて将来に向けて 考えていかないと駄目 だっていうのは事実だ と思うんで
すけど、ただ、今現状 を考えると、まだまだ ちょっと路線バスを中 心に組み立
てていかなきゃならな いかなという状況かと 考えております。その 中で、先ほ
ど今年は日高町さんと かバス事業者さんとの 協議が多かったという 話をしたん
ですが、これについて は、今その最適化案と いうものについて検討 を進めてい
るためということにな るんですけど、これに ついては何度か常任委 員会等でも
ご紹介しているんです が、富内線ですね、日 高ターミナルから富川 まで走って
いる便、これを振内案 内所までデマンド交通 として、残りの部分を 振内案内所
か ら と み く る 間 に つ い て は 道 南 バ ス に 走 っ て い た だ く と い う 形 で 考 え て い ま
す。これは今までなか った、当然路線バスと の接続は考えて域内交 通を組んで
いるんですけど、本当に直接つなぐっていう考えです。この富内線については、
富川高校や平取高校に 通う生徒が乗るので必 ず年間２５０日以上走 らせないと
駄目ということになり ます。この路線を一部 民間事業者に支えてい ただかない
と駄目だっていう形に なります。これは運転 手不足と働き方改革で 、長距離が
厳しくなってきている という状況が一つある っていうのと、この走 り方に切り
替えて国のフィーダー 系統補助っていうのが もらえて、費用が抑え られるとい
う可能性があるという ことと、あと単純に走 る距離が短くなるので 、道南バス
への赤字補填も減ると いうようなメリットが あるということで、こ れをできな
いかというふうに日高 町とお話をしていると ころです。３月１８日 にも、一応
日高町さんと協議の場 を持つことに今なって います。ということで 抜本的な見
直しではないんですが 、少しずつこういうふ うに路線バスとデマン ドバスのハ
イブリッドみたいなこ とを導入したりとか、 少しずつ必要なことを やっていき
たいなというふうに考 えています。そういっ たことで少しでも利便 性が上がる
ようにということで対 応していければと思い ます。今の乗車密度で いうと、最
大でも富内線が１本６ 、７ぐらい、乗車密度 は。これが最大ぐらい なんですよ
ね。なんで千葉議員が おっしゃったように、 もう本当に個別の方の 意見を聞い
て路線を組んでいくぐ らいの利用しかなくな っているっていうのが 、デマンド
バスについても路線バ スについても、そうい った状況ですので、逆 にその辺は
きめ細かく、いろいろ な方の意見を聞いて路 線を動かすっていうこ ともできる
状況かなと思っていま すので、そこはできる だけ丁寧にやりたいと いうふうに
考えていますので、ご理解いただければと思います。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 
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８番 

千葉議員 

本当に何ていうか、１ つコマを動かせば、３ つ、４つやっぱりずれ てくるって
いう部分も路線バスは どうしてもあるんです ね、これは。その辺は 理解をして
います。もう一つ伺い たいことがあるんです けども、昨年６月に一 般質問した
時、ライドシェアの関 係とかボランティア有 償運行の関係でちょっ とお話が、
議事録見たらたくさん ご答弁いただいている んですけども、やっぱ り隙間を埋
めるっていうんですか ね、時間帯を有効にこ う動かすという部分で は、やっぱ
り取り組んでいく必要 性が私はあるのかなと 思っています。それか ら、前に私
申し上げたことあるん ですけども、一般の民 間事業者を使った、や はり予約制
の運行で、例えば富川 まで行きたい、あるい は、本町まで行きたい と。これは
やっぱり時間帯に沿っ ていくというのはなか なかお年寄りの方、大 変なんです
ね。それとまずバス停 からバス停まで、そし て歩きが伴うというこ とがもう以
前の６月の質問にも、 町長も答えてくれたん ですけど、それがもう なかなかで
きない。もう要するに ドアトゥドアで乗り物 を必要としてくる高齢 者が増えて
くる。やっぱりこのこ とをやっぱり意識して やっぱり取り組んで、 できるだけ
早いうちに、そういっ た隙間を埋めていくよ うな運行形態というの も、私は将
来に向けて考えていっ てもらいたいなという ふうに思っていますけ ども、その
辺については、今の段 階でどのように考えて いるのか、お答えいた だきたいと
思います。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい、ありがとうござ います。平取町の地域 公共交通計画の中で、 新しい取り
組みとして記載してい るのは、今お話があっ たボランティア有償運 送を取り入
れたいという部分を、 新たな取り組みとして 入れています。今お話 していただ
いたような現状がある っていうのが一番の理 由になります。介護の ニーズ調査
等を見ても、やはり人 の車に乗せていただく とか、まだまだ高齢者 の方も自車
での移動というのが上 位にくるっていう状況 がありますので、この 辺を制度化
したり、予約形態を作 るっていうことが、割 と迅速に合理的に取り 入れられる
部分かなというふうに 思っていますので、そ の辺について、より検 討を進めた
いというところです。 今回、例えばそれの予 約をデマンド化するっ ていう話に
ついては、やっぱりシ ステムの導入が必要に なってくるんですけど 、そこは国
土交通省で出ている助 成メニューなんかも、 今かなりの助成割合で 出てきてい
るので、そういったも のの導入を検討したい というふうに考えてい ます。先ほ
ど言った路線バスの最 適化にも一部使う必要 があるかなというふう に考えてい
るんで、ちょっと優先 順位考えながら、この 辺は進めたいというふ うに考えて
います。実際、この前 も本町地区の高齢者の 方が免許返納したと、 ちょっとバ
ス停まで行くのが大変 なんで、バス停まで行 ったら何とかそこから は自分たち
で病院や買い物に行く んだけど、そこまでが やっぱりちょっとしん どいってい
う話をいただいたりも していたので、本当に バス停までとなってく ると本当に
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こういうボランティア 有償運送なり、地域の 方協力いただきながら になると思
うんですけど、どうし ても必要になってくる かなと思いますので、 この辺の検
討についても、ちょっ と、本当に早急に検討 を進めたいというふう に考えてお
りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

そうですね。本当これ はできるところからっ ていう言い方が正しい のかどうか
わからないですけども 、まずやれるところか らもう試験的な運行も 含めてね、
ぜひやってもらいたい なというふうに思って います。本当にバス停 からバス停
までっていうことは若 い人は全然何ともない んですけどやっぱり足 腰の悪い高
齢者の人達は、やっぱ りドアトゥドアみたい な形を望んでいるのは 確かですか
ら、ぜひ深掘りして検 討していただきたいと いうふうに思っており ます。それ
と、令和８年、今年の ２月１４日に道新さん のほうでちょっと記事 出たんです
けども、日高東部バス 大幅減便という見出し で出ていたのをご承知 だと思いま
すけども、いわゆる浦河から日高東部、様似、えりもにかけてなんですけども、
細かい路線バスが減便 されたり、なくなった りして、ＪＲバスの関 係もちょっ
とあるんですけども、 本当に厳しい状況に置 かれて今、この３町含 めて、どの
ような取り組みをして いるのか私も今注目し ているんですけども、 基本的には
ね、私は、日高沿岸の 幹線はなくならないと 思うのね、都市間バス 含めてね。
なくならないって、こ れなくなったら大変で すから、維持されてい くと思うん
ですけども、やはり沿岸線から山手に入ってく枝線、特に平取もそうですよね、
沙流川に沿って山の日高まで、というふうに考えていくと、ここらあたりがね、
果たしていつまで維持 してもらえるのかなと いう不安があります。 多分行政側
でも同じ思いだと思う んですけども、私はそ ういった不安を含めて 、やっぱり
一歩先に出てね、そう なる前の取り組みとい うんですか、考え方っ ていう、こ
れもやっぱり町である 程度まとめておいたほ うが私はいいのかなと 思っていま
す。突然、いや、来年 度これはなくなります よ、じゃあどうすんの っていう形
にならない方法という んですか、これはぜひ 考えていってもらいた いというふ
うに思っています。そ んな中で路線バスの補 助金額ですか、これち ょっと触れ
たいと思います。課長 のほうからもちょっと 資料いただいたんです けど、令和
２年の段階から令和７ 年、昨年の段階のもの で、さっき言った日高 の縦貫線、
要するに枝線になって くる部分っていうのは もう減便が甚だしい状 態、特に令
和５年から６年、７年 かけてもう本当に減っ てきまして、そんな中 で令和２年
はもうある程度保たれていた部分で、予算も３,５００万、３,５２０万ですか、
ほど計上されているん ですけども、私にして みたらね、やっぱり便 数減らされ
て路線バスを維持して くれている会社のほう のドライバー不足、あ るいはその
採算が全く合わないよ っていうことを含めて 、どこに活路を求める のっていっ
たら、自治体に対して やっぱり補助金を要求 しなくちゃいけないと いう悲しい
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現状があるわけなんですけども、また、令和２年から令和７年で３,５００万と
いう形でまた戻っちゃ ったんですね、減便が されてお金だけが、補 助するお金
だけが増えていくとい う現状。これはやっぱ り本当にいかがなもん かなという
ふうに思っています。 路線を維持していくが ための部分で仕方がな いっていう
考え方の部分も確かに あるとは思うんですけ ども、私はやはり、路 線を維持し
て補助を出しても交付 税で８割戻ってくるっ ていう説明を受けてい るのかな。
算入されてくるんだよ ということはわかるん ですよね。わかるんで すけども、
それによって現実的に 町民が望むような運行 形態には程遠い状況に なってしま
っている。これも現実 的な課題だと思うんで すよね。このことは少 しでも良い
方向にやっぱり改善さ れなくてはいけないと 思います。思っていま すけども、
基本的な改善策として 、本当にこの既存の路 線バスを運行して維持 していくこ
とが、町民のことを思 って町政運営として正 しい方向性なのか、そ の辺のこと
についてもやはり見解を伺っておきたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答えします。 この運営費補助の金額 が今年も５００万円補 正をさせて
いただいて３,５００万円ということで、これが交付税措置があるとはいえ、ず
っと負担をし続けてい ると。しかも額につい ては３,０００万円か ら３,５００
万円ぐらいで、ずっと 高止まりな状況だとい うのはご指摘のとおり です。その
間、貫気別の８便減含 め、系統廃止含めて、 減便が進んでいるのも 事実です。
そこがやっぱり１便あ たりの単価も上がって きているというのもご 指摘のとお
りかというふうには思 うんですが、ただ減便 になった部分で、例え ば貫気別の
デマンド交通を設けた とかっていうことを考 えた時に、そこで支え られている
町民の足の確保とかっ ていうこととか、費用 対効果を考えると、や はり交付税
含めてにはなりますけ ど、先ほど申し上げた んですけど、年間やっ ぱり３５０
何日、デマンドではな く、必ず来るという形 で走って、かなりの距 離をカバー
していただいている。 １９便を毎日走ってい ただいているっていう 部分では、
こ の ３,５ ０ ０ 万 円 と い う 負 担 を ど う 考 え る か っ て い う こ と か と は 思 う ん で す
が、やはりこの路線バ スが維持できるうちは やっぱりここを中心に 考えなきゃ
駄目かなと思います。他方で、先ほど東部の大幅減便の話で、具体的な対応は、
とはいえ考えていかな きゃ駄目なんじゃない かというのは、もうそ れもご指摘
のとおりだと思います 。今回ですね、浦河、 静内が通学の生徒もた くさんいる
にもかかわらず、通学 に関わる便以外は全部 減便ということになり ました。こ
れについては先ほど言 ったとおり運転手不足 等、この運転手さんと 働き方改革
で長距離便を単純に、 通学バスであろうが、 もう減便しているって いう状況が
出てきています。これ が平取の富内線でも多 分行われるだろうとい うことの先
回りで最適化を急ぎ進めたいっていうことです。なので日高から富川まで走る、
６０キロ以上走るって いうこの長い便が間違 いなく、次に目を付け られている



- 19 - 

っていうふうに、ちょ っと減便の対象になっ ているというふうに自 分は考えて
いるので、これを先回 りして、何とかこれを 最初に、民間の力を使 って振内か
ら分けたいというのが 考え方ですので、その 辺はちょっと一応先回 りして考え
ているっていうことで 、取り組みをなるべく 進めるようにはしてい ます。あと
それでいくと懸念され るのが、６時４５分発 の苫小牧行きですね、 これも６０
キロ以上の長距離便で 全体の乗車密度は高い んですが、正直苫小牧 に近づくに
つれ人が乗っている状 況です。こちらの部分 の赤字負担については 、苫小牧市
は行ってない形で、平 取とむかわ町が行って いるような形になるの で、ちょっ
とここも５４パーセン トは道南バスが負担し て走らせている便にな るので、こ
こに手をつけられる可 能性は高いというふう に考えています。しか もここの便
が唯一の平取から苫小 牧への直通便なんです が、町内の平均乗車密 度は実はあ
んまり高くなくて、最 近はもう町内だけで、 ＯＤ表をもらって出す と、２名ぐ
らいの平均になるんで すよね。なので十分ち ょっとカットされる可 能性が出て
きているので、苫小牧 に直通の便が、これが 減便されると、えりも さんでも、
とまも号はあるんです けど苫小牧まで直で行 ける便が、平取はなく なるってこ
とになるので、この辺 については本当に、こ この便についてもちょ っと先回り
をして検討しなきゃ駄 目かなというふうに思 っています。まだまだ ちょっと具
体的な案はないのが正 直なところなんですけ ど、その辺も考えてい かなきゃな
らないかなというふうに考えております。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

わかりました。いろい ろ険しい壁があると思 うんですけども、是非 検討して具
体的に進めていっても らいたいなというふう に思っています。それ とちょっと
一般質問に通告してあ りますＳＩＮＴＡ号の 運行について伺ってま いりたいと
思っています。平取町 からＪＲの南千歳駅を 結ぶ路線でＳＩＮＴＡ 号、３回運
行しているかな。先に ですね、昨年、ＳＩＮ ＴＡ号としての実績含 めた結果報
告というんですか、中身について伺っておきたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

観光商工課長。 

 

観 光 商 工
課長 

はい。ただいまの質問 にお答えさせていただ きます。令和７年度の ＳＩＮＴＡ
号の運行につきまして は、アイヌ総合政策推 進交付金を活用しまし て実施をし
たところでございます 。札幌圏、また道外か ら平取町へのアクセス を向上とい
うのを図ると、それか ら町民の皆様にもご利 用していただける交通 手段として
利便性を高めるという ことを目的に、平取町 と南千歳駅を結ぶ足と して運行し
ておりまして、本年度 で２年目の運行となっ ております。昨年の運 行期間につ
きましては９月２３日 から１１月９日まで、 この間の土日、祝日、 それから、
平日の月曜、水曜、金 曜ということで計３５ 日間、利用料金につき ましては片
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道２,０００円として運行をいたしまして、利用の実績につきましては、３５日
間で合計１４４名とい うふうになっておりま す。利用者の方の年代 の構成につ
きましては、２０代か ら７０代まで、各世代 がいずれも１５パーセ ント前後と
なりまして、特定の年 代に偏らないというよ うな結果にもなってお ります。ま
たアンケートの中では 、利用者の約８０パー セントぐらいが、アイ ヌ文化にも
興味があるというよう な回答もいただいてお りまして、乗り降りの 場所につい
ても、二風谷が大半と いうところを占めたと ころでございます。ま た町民の利
用については、約１３ パーセントありまして 、そのうち帰省という のを目的と
した利用者も１０パー セント見られるなど、 町民の移動手段として も一定の役
割を果たしているもの というふうに考えてお ります。さらに自動車 を運転でき
ない方には特に重宝さ れているような状況で 、運行の継続というの も希望をす
る意見というのもいただいております。実績については以上となります。 

 

四 戸 副 議
長 

休憩します。再開は１１時です。 

 

（休憩 午前１０時４８分） 

（再開 午前１１時００分） 

 

四 戸 副 議
長 

再開します。 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

８番千葉です。再開と いうことでもう少し質 問を続けていきたいと 思います。
平取町とＪＲ南千歳駅 結ぶＳＩＮＴＡ号の実 績報告伺いました。そ れと前の６
月の質問時もちょっと 尋ねたと思うんですけ ども、実際乗ってみた 感想とか、
もし乗車された職員が おりましたら感想を含 めてＳＩＮＴＡ号の運 行について
ご発言を求めたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

観光商工課長。 

 

観 光 商 工
課長 

はい。お答えさせてい ただきます。今回、Ｓ ＩＮＴＡ号もその前の セタプクサ
号もそうなんですけれ ども、私、乗車をさせ ていただきました。や っぱり乗車
してよかったなってい うふうには思いまして 、実際乗ってみると気 づくところ
がいろいろございまし た。ＰＲの仕方だった りですとか、アンケー トの置き方
とか、あと、今後つな げていくということで あれば、ＳＩＮＴＡ号 についても
火曜と木曜以外は基本 走っているということ で、宿泊施設なんかと 連携して泊
まってもらってこうい う、その宿泊施設もこ ういった交通機関があ りますよと
かっていうのをプラン 、宿泊のプランに入れ 込むとか、そういった ことも効果
的なのかなというふう に思っておりますので 、今後の運行について は改めてそ
ういったＰＲも含めて 周知、あと滞在時間を 長くしてもらうような 取り組みと
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いうのも考えられるかなというふうに思っております。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

そうですね、ウポポイ 経由のセタプクサ号で すか、これとあわせて アイヌ総合
政策推進交付金の活用 ということなんですけ ども、以前の答弁でも ちょっと出
ていたんですけども、 令和１０年までの２期 目の計画にのっとって 、またこれ
からもこのセタプクサ 号、それからＳＩＮＴ Ａ号は継続していける という捉え
方でよろしいんでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

アイヌ施策推進課長。 

 

ア イ ヌ 施
策 推 進 課
長 

ただいまのご質問にお 答えしたいと思います 。令和６年から１０年 にかけて第
２期計画になっており まして、既に内閣から 、国から認定を受けて おりますの
で、その５年計画の中 には掲載されておりま すので、令和１０年度 までは実施
をできるということになっております。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

ぜひそうですね、予算 化されて、継続を望む ところであります。そ れでＳＩＮ
ＴＡ号の場合に限って 、ちょっと私も実際町 民の方で乗車された方 とか、ある
いは千歳のほうから二 風谷のほうを目指して こられた方とか、２人 か３人です
けどちょっと話を聞い てみました。運行され ている時期的なことも あるんです
けども、町民の方から は、やはり町外に出て く、アクセスしていく 、町外へア
クセスしていく部分で は非常に便利だなとい う意見が多いんですよ 。特に冬季
間も運行してくれたら 本当にありがたいと。 女性ドライバーなんか あまり冬、
運転したがらないもんですから、特にそういった若い女性のドライバーからも、
このＳＩＮＴＡ号の運 行については、まずは 千歳まで行けるってい うことは、
大体１５分か２０分に １本ぐらいはエアポー トライナーっていうん ですか、札
幌行くのにはもう非常 に何本も出ていますし 、それから逆に言うと ちょっと下
がれば苫小牧までも出られますんで、このＳＩＮＴＡ号の活用というんですか、
これはやっぱり、多分 行政側で捉えているよ りも地元の町民の人達 含めて、あ
るいは平取にやってく る観光客やなんかにも とりましてもですね、 私は継続し
て運行していけるよう な状況をぜひ作っても らいたいなというふう に思ってい
ます。それでどうして も交付金の関係で制約 があるのは私も承知し ているんで
すけども、例えば今ふ るさと納税なんか、あ る程度順調に年を追う ごとに増額
して増えてきておりま すよね。やはり有効な 使い方の１つの手段と して、私は
ふるさと納税の何分の １かは、やっぱり地域 の交通網整備していく うえで、ぜ
ひ使っていくべき、予 算計上されるべきもの なのかなというふうに 考えており
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ます。特にＳＩＮＴＡ 号を利用した人の意見 によると、やっぱり札 幌まで出た
いっていう人とか結構 いるんですね、要望と して。特に冬季間、さ っき言った
ように、の運転を避け たいという方もそうで すし、それから時期的 なものがあ
ると思うんですけども 、二風谷に焦点を合わ せるとやっぱり繁忙期 であるゴー
ルデンウイークぐらい から夏場にかけてがや っぱり、やってくる方 はやっぱり
ＳＩＮＴＡ号を利用したいと、便利だよというふうになると思うんですけども、
取り組みとしてどうな んでしょうかね、この 交付金で賄っている間 は何とか運
行するよっていうこと ではなしに、前向きに やっぱり今言ったふる さと納税の
一部をやっぱり活用し ていくうえで、残して いくような方向性とい うのは何か
協議をされているんでしょうか。伺っておきたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

観光商工課長。 

 

観 光 商 工
課長 

はい。ただいまの質問 にお答えさせていただ きます。まず運行する 時期のお話
もございまして、昨年 も検討させていただい た中で、当初１回目に 運行した時
期については、観光と いうことでやっている 部分とアイヌ総合政策 推進交付金
を活用しているという こともありまして、ゴ ールデンカムイの衣装 展をやって
いる期間に合わせて運 行したという経緯が１ 回目はまずございます 。今年度令
和７年度につきまして も、交付金事業で行っ ておりますゴールデン カムイの謎
解きのイベントを行っ ている期間ということ で、冬季間というのも 検討はさせ
ていただいたんですけ れども、そういったイ ベントをやっている期 間に呼び込
む。また、その期間で 町民の方が使えるよう にということで往復す るような形
で行っております。今 後もどの期間にするか っていうのは、検討を していく必
要があると思っており まして、ご意見ござい ました冬季間、冬だけ 運転をしな
いという方もいらっし ゃるということも認識 をしておりまして、そ の期間に運
行することで、どれぐ らい町民の方っていう ことでの視点でいくと 確かに便利
かというところもある んですけれども、町外 から観光として誘客と しての利用
ということになると、 受け入れるためのコン テンツっていうのも、 造成してい
ったうえで運行してそ れを活用して来てもら うということも必要か なというふ
うに考えております。 そこにつきましてはま だまだ数年、継続して いくという
ことがありますので、 検討材料とさせていた だきたいと思っており ます。それ
から交付金事業で令和 １０年度までは計画に 載っておりますので継 続している
と、おそらくそのあと の展望というお話かと 思いますけれども、こ れについて
も、確かにふるさと納 税につきましても寄附 額をたくさんいただい ているよう
な状況でございまして 、寄附する方が、ある 程度使い道を指定でき たり、でき
るものですから、そう いった部分も活用して ということも、今後の 検討とさせ
ていただきたいなというふうに思っております。以上でございます。 

 

四 戸 副 議 ８番千葉議員。 
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長  

８番 

千葉議員 

そうですね、観光商工課長の言われたとおり、期待感も私大きいもんですから、
ぜひ継続していけるよ うな形、方法をとって いただきたい。それと ふるさと納
税のことをちょっと申 し上げましたけども、 やっぱり活用する使い 道っていろ
いろ私はあると思うん ですけども、やっぱり 地域内の交通を守って いく、それ
から町外に出る場合の アクセスのために使っ ていただく、これはや っぱり有効
な私は使い方だなとい うふうに思っています んで、これからも多分 、いくらか
ずつふる納は伸びてい く要素が私はまだある と思っていますんで、 ふるさと納
税に対する考え方も、 ぜひ庁舎内でも協議し て、有効に交通関係の 整備にも使
っていただけるような 方向で、全体を見回し て考えていただきたい なというふ
うに思っております。 やっぱりだんだんだん だん高齢化が進んで、 なかなか家
に閉じこもってばかじ ゃなくて、たまには友 達とかに会いに行きた いよとか、
病院も町立病院じゃな くて専門診療を受けた いよという方とかも、 だんだんだ
んだん増えてくると思 うもんですから、やっ ぱり、そういった方々 に対しての
利便性とか必要性はど んな形でもやっぱり担 保されなくちゃいけな いというふ
うに思っているんです ね。それとやっぱり本 町を中心にという考え 方もそうな
んですけども、やはり 貫気別とか振内とか岩 知志、旭、上貫のあた り、芽生の
あたりとか、やっぱ奥 に住んでいる方もでき るだけ格差が生まれな いような方
法というんですか、同じ平取町民でありますから、そういった方々の足をぜひ、
１００パーセント本町 の方と同じようにして とは私は申しませんけ ども、やは
りあまり格差のないよ うな方法で、そういっ た町民の方々もぜひ救 ってあげて
ほしいなというふうに 思っております。最後 になりますけども、町 長の６月の
時の答弁、私、議事録 ちょっともう１回ちょ っと改めて読み返して みました。
持続的な経営も担保し ながら、保障しながら 進めるべきもんだとい う認識でお
ると。これ民間の事業 者を意識していること なんですけども、いろ んな課題は
大きいと思いますけども、関係者の皆様方の意見なり、知見をいただきながら、
今後も積極的に進めさ せていただきたいとい うふうに答弁されてい るんですけ
ども、町長の平取町内 に対する交通の整理、 整備の仕方についての 思いがあれ
ば、最後にもう一度伺っておきたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。私からご答弁申 し上げます。以前の質 問にもお答えいたしま したけれど
も、現在の当町の域内 での地域公共交通とい う状況を交通計画に沿 って、まず
進めているというとこ ろでございまして、先 ほどまちづくり課長か らも答弁あ
りましたけれども、や はり路線バスを軸とし た、いわゆるフィーダ ーといいま
すか、それにつながる 形態を維持していくの が現在の当町の方向性 だというふ
うに思っておりますけ ども、やっぱりなかな か利用実態等を含めて 年々変化が
生じているということ でございまして、利用 者も道南バス路線バス 等の利用者
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等も年々乗車率が減っ ているというようなこ とで、本来であればも っともっと
高齢化が進む、人口減 少はありますけども、 高齢化が進む中でやっ ぱり免許返
納とかそういう方々が バスを利用するという ような方向になってい くかなとい
うようなところもあっ たんですけども、なか なか次のユーザーとい いますか、
そういうのが増えてい かないっていうのは、 当町もそうですけども 、道南バス
等のお話聞くと、全体 的な傾向になっている ということで、路線バ スの経営者
としても非常に経営に 苦慮しているという実 態がありましてですね 、それから
お金の採算ばかりでな くやっぱり人材の確保 がこれから非常に大き な課題にな
っているというところ でありまして、いわゆ る山線と言われる日高 から富川ま
での路線、当町も含む 路線においては運行会 社としても、やっぱり 最初にここ
をどうするかというよ うな検討に入るような 、当然なっているとい う認識がご
ざいまして、さっきも 言いましたけども、日 高ターミナルから振内 までの間を
どうするかというよう なこともあって、やっ ぱり不採算路線さらに は人材がい
ないということで、こ こ路線バスの運行がで きないという、意思表 示している
ところもあって、そこ をどうするかというよ うなことをやっぱり町 としても考
えなきゃならないとい うところもありますの で、今後、路線バスの 経営会社と
して、ある程度の方向性を持って今後どうするかということもお聞きしながら、
私どもも進めなきゃな らないところもあるの かなというふうに思っ ております
ので、現在は今の形態 で各ニーズに応じた福 祉バスとかデマンドと か病院です
とかスクールバスのそ れぞれのニーズに応じ た、ある程度運行して いるという
ふうに私も認識してお りますので、それをい かに組み合せて、より 効率的なっ
ていうのもありますけ れども、やっぱり費用 対効果みたいなものも 、やっぱり
考えなきゃならんとい うところでございます ので、非常に難しい課 題が多々あ
るというふうに私も認 識しておりますので、 ただ町民の足はある程 度確保して
いかなきゃならないと いう町としての責務も あるかなというふうに 思っており
ますので、今後いろん な状況の変化等に対応 すべく、域内での運行 系統につい
て刻々変わるような状 況も把握しながら、そ れから利用者さんの本 当にドアト
ゥドアでないともう利 用できないよというよ うなことも現実であり ますので、
さらにそういった意見 も拝聴しながら、今後 の地域内での交通体系 について、
さらに、議会等のご意 見等も賜りながら検討 させていただきたいな というふう
に思っています。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

町長、ぜひこれからも 積極的にやっぱりでき ることからまず進めて いってもら
いたいなというふうに 思っています。それと 先ほど言ったとおり地 域間の格差
があまり出ないような 方法ですね、この交通 網を整備して取り組ん でいってほ
しいと思っています。 本日の質問これで終わ ります。よろしくお願 いいたしま
す。 
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四 戸 副 議
長 

千葉議員の質問は終了します。次に、６番崎廣議員を指名します。 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。年に１ 回、直接町長にお考え を聞ける場だというふ うに考えて
おります。ほかの定例 会ですと、担当課長の 答弁が多く、ほとんど が課長答弁
で終わりますので、新 年度に向けて、町長が どう行政運営を行うの か、その考
え方が執行方針として 表明されましたので、 基本的な考えと、でき れば具体的
な政策についても確認 をさせていただきたい と思います。なるべく 答弁はでき
るかできないか、自分 はこう考えるんだと、 町の方向性を明確に示 していただ
きたいと思います。曖 昧な含みを持たされた 答弁では理解が難しい ので、退任
されました新冠町の鳴 海町長のように、それ はできません、理解は しますが無
理です、頑張ります、 というような答弁を期 待したいと思います。 私は常に住
み続けられるまちづく り、これを基本に行政 施策を考えております 。このまち
が好きで住み続けてお られる方や、一方で、 大きな町に出て行きた くても、諸
般の事情で出て行けな い方もいると思います 。その方々がこの町に 住んでいて
よかった、この町で住 み続けることができる まちづくり、これを行 うにはどう
したらよいのか、それ を考えながら常に町の 政策を見つめておりま す。さらに
人口減少の中、平取町 単町では行政運営は厳 しくなるんだと思いま す。近隣町
との水平連携で助け合 う行政運営、広域連携 を常に求めております し、これは
人的交流も同様であり ます。行政の最適化、 いわゆるスマートシュ リンクや、
スクラップアンドビル ド、特に仕事を減らす こと、大胆なスクラッ プがこれか
らは必要だというふう に考えます。いろいろ な先輩の声や勉強会に 集まる自治
体職員の情報、最近で はコロナのおかげで、 オンラインやズームと いう手法で
多くの情報がパソコン を通して集まってまい ります。それらは、町 の政策を比
較検討するいい教材に なっております。自分 なりに情報の確認を行 いながら、
議員として皆さんから 提案された政策のチェ ックを行わさせていた だいており
ます。その思いでこの ３年間、議員活動をさ せていただきました。 町長は２期
目の折り返しになると 思います。私は最後の １年になりますので、 立候補した
時の思いを忘れずに、 自分の公約に掲げた政 策の実行に向けて、今 回も一般質
問をさせていただきま すので、真摯な答弁を お願いしたいと思いま す。それで
は、通告に従い質問を 行います。最初に、町 政執行方針について、 一般会計の
予算規模と財政運営についてお伺いいたします。町長の執行方針によりますと、
「令和８年度予算は、第７次総合計画に基づき編成され、８０億６,０００万円
となっている。多様化 する住民ニーズに限ら れた財源で最大限の対 応を図り、
事務事業等の選択、施 行に努め健全な財政運 営を維持できる持続可 能な財政構
造に努力してまいります。」というふうになっております。先日の予算記者会見
を受けて、２月２６日 北海道新聞は１９９９ 年以来２７年ぶりの８ ０億円を超
える予算と報道しまし た。新聞は、事実は報 道するが真実は報道し ないと昔か
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ら言われておりますが 、２７年ぶりの８０億 円越えの予算は事実で あります。
私は毎年この時期は、 道内各自治体の予算発 表を新聞記事から読み 取っており
ますが、各自治体で政 策的予算で、箱物整備 や住民負担の軽減措置 などで予算
規模は毎年増減いたし ます。町長は令和２年 に初当選され、最初に 編成された
のが令和３年度予算６８億９,５００万円、翌４年度は７３億３００万円、以降、
６８億３,８００万円 、６７億８００万円、 昨年度は７４億５,３ ００万円であ
ります。財政は決算だ と町長は言われるかも しれませんが、それは 後ほど議論
をしたいと思います。 この予算ですが、町民 １人当たりで計算しま すと、令和
３年度は１４２万６,０００円、令和８年度は１８４万５,０００円であります。
私の調べられる範囲で調べますと、平成２２年度は４９億５,８００万円の予算
額で、１人当たり８８万７,０００円であります。この比較検討が財政支出上意
味のあるものなのかは わかりませんが、素人 にはとてもわかりやす く読み取る
ことができる数字だと 思います。人口減少で も地域を維持するには 経費は変わ
らないとおっしゃられ るかもしれませんが、 まず最初に、８０億と いう予算規
模について改めてどう お考えになるのか、ま た、何が予算を膨張さ せてるのか
伺いたいと思います。よろしくお願いします。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 崎廣議員の質問にお答 えいたします。昨年も 同様なご質疑をいただ いておりま
す。今ご質問にあった とおりですね、今年の 当初予算が８０億を超 えていると
いうことでございます 。ご存じのとおり、当 町の予算編成の手法に つきまして
は、来年度新しい総合 計画、１０か年計画が できますけども、この 初年度、令
和８年度を初年度とす る第７次の総合計画、 実施計画に基づきなが ら総合計画
の策定作業を、より更 に詳しい国等の予算の 情報等を収集しまして 、中長期的
な視点を持って編成に 当たったというところ でございます。もちろ ん地域のニ
ーズ、それから、現状 の人口減少ですとか高 齢化などから生じる様 々な課題、
それに取り組みながら 持続的な地域づくりと いうものを念頭に置き ながら、今
やらなければならない ような事業も選択しな がら予算編成したと。 またそうい
う予算でなければなら ないというふうに私の 中でも思っております 。令和８年
度の予算ではありますけども、当該年度ばかりではないですね中期的な視点で、
総合計画もそうですけ れども、そういった視 点で、新年度ここまで 予算ができ
るといった状況の判断 のもとで編成をさせて いただいているという こともござ
いますので、私として は今回提出させていた だいた予算の規模につ いてはです
ね、適正な規模との判 断をしているところで ございます。崎廣議員 、過去の当
初予算の額を、今いろ いろ調べてお伺いしま したけども、決算が大 事だという
ことはそのとおりなん ですけども、当初予算 が大事ではないってこ とは一言も
私は言った覚えがない ということで、そこは ご理解いただきたいと 思います。
この平成２２年度をちょっと取り上げますけど、４９億５,８００万ということ
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で、稀に５０億に満た なかったということが ありまして、これちょ っと調べま
すと、実は平成２１年 度に時の麻生内閣で大 規模な経済対策をやっ ておりまし
て、既に、継続事業で 前の年に相当大きな額 を組んでおります。光 ファイバー
の敷設なんかも、その 補正予算でやったとい うようなこともありま して、平成
２２年度決算額は６７ 億ぐらいになっている ということですので、 この辺そう
いった事情がですねあ ったということもです ね、ぜひご承知いただ きたいとい
うふうに思っておりま す。今回の予算でござ いますけれども、前年 に比して、
何が予算を増加させた というご質問ですけれ ども、まず経常経費の 、予算説明
資料にも見てとれると 思いますけども、経常 経費でいきますと、義 務的経費で
ございますね、人件費 、それから起債償還の 公債費、これがもろも ろ増で１億
１,４００万円程度の増というふうになっております。それから物件費、維持補
修 も １ 億 ３,０ ０ ０ 万 円 の 増 と い う こ と で 、 こ れ は 物 価 高 も 反 映 し て お り ま す
し、それからふるさと 納税の関係経費も含ま れているということで 、増加にな
っているということで す。それからふるさと 納税、１億円プラスの 予算になっ
ておりますので、積立を５,０００万円見込んでいるということと、他会計の繰
出金が４,５００万円 、合わせて経常経費、 義務的経費だけでも３ 億３,９００
万円の増ということに なっております。投資 的経費ではアイヌ施策 関係で荷負
生活館が２億４,５００万円、それから民間賃貸共同住宅の助成、敷地造成も含
んで３,８００万円、 本町グループホーム、 就労支援事業整備等で １億２,５０
０万円、増加分として は、投資的経費で４億 ８００万、経常、投資 合わせてで
すね、７億４,７００万円の増ということで、投資的経費での減もありますので、
これらが主な要因で、 当初予算が６億円増加 するといったようなこ とになって
ございます。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。ありがとうござ います。経常経費、義 務的経費の増額、それ と必要な事
業ということで予算が 大きくなっているとい うことだと思います。 難しいんだ
と思うんですよね。身 の丈に合った予算がい くらなのかというのは わかりませ
んけれども、ただ、何 となく増えてきている というのが、どこの町 も気付いた
時には遅くなるという 状況だと思いますんで 、そこのところは緊張 感を持ちな
がら予算編成に当たら ざるを得ないのかなと いうふうに考えており ます。次に
決算に移らさせていた だきます。副議長の許 可をいただきまして、 町長、同僚
議員には資料を配らさ せていただきました。 １５年間分の予算と２ ５年間分の
決算資料、単町、平取 の分と全道の部分を配 らさせていただきまし た。１９９
９年度の決算シートか ら今までの数字をです ね、北海道自治研とい う専門誌の
中から拾い上げました 。確認を、もう１回チ ェックをしようと思っ たんですけ
ども、余りにも量が多 いので一発打ちになっ てるので、もしかした ら一部間違
っているかもしれませ ん。そこはお許しをい ただきたいと思います 。先日この
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北海道自治研、ふれあ いセンターの図書館に あるんですけども、３ 年前の冊子
がですね希望者に無料 配布されておりました 。例年行っている月刊 誌の処分市
なんですけども、研究 誌であるこの冊子が処 分されるっていうのは 、保管庫が
ないこともあるんでし ょうけれども、私とし てはとても残念な思い です、図書
館の運営としては。さ て財政支出につきまし ては毎年度決算審査で 報告があり
ますので、素人的な見 方でお聞きをします。 先ほどは予算額でした ので、決算
額の歳出を人口で割り 返し、１人当たりの歳 出額を算出しました。 １９９９年
は人口が６,９８６人 ですので、１人当たり の歳出額は１３４万６,０００円、
２０２４年度は１６９ 万２,０００円です。 基金残高は９９年度に ６０万５,０
００円ありましたが、２０２４年度は４９万円、債務残高は１４４万６,０００
円ありましたが、１５８万９,０００円になっております。１人当たりで見ます
と人口が２,０００人減少している中、歳出は拡大をし、基金は減少し、債務は
増加になっているとい うのが、この決算資料 から見られる数字だと 思います。
単純にこの数字は今ま での経過なんですけど も、この流れがこれか らも続くの
か、続くとすれば財政 上問題がないのか、こ の点についてお伺いを したいと思
います。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。お答え申し上げ ます。お配りいただい た資料等にもあります けども、そ
の年どし、年度で、予 算はその臨時的要素と いうのが、どうしても 含まれるケ
ースが多いのかなとい うふうに思っておりま して、例えば、大きな 箱物の大型
事業を実施したとかで すね、それから大きな 災害があったとか、そ れから近く
では、パンデミックへ の対応の緊急対策です とか、それから経済対 策等も最近
国はもう補正、補正で毎回来ますので、なかなかそれに対応するようなことで、
予算額、決算額が変動 するというような傾向 があるという認識でご ざいます。
今ご質問にあったとお り、当然人口も減って くれば、行政経費も減 るだろうと
いうようなことでござ いまして、それもある と思います。ただ行政 の担う分野
が、非常に以前と違っ て多様化しているとい うことでございまして 、その事務
事業に係る経費も、や っぱり人口減少に沿っ て並行して落ちるとい うような現
象ではないということ でございまして、それ をきっちり行政サービ スを遂行す
るにあたってはですね 、ある程度の行政コス トが必要だというよう な認識もご
ざいますので、そうい った意味では、予算規 模が維持されなければ ならないと
いう現実はあるという ふうに思っております 。ですから単純に決算 額を人口で
割り返すというのも指 標の見方としてはいろ いろ、いろんな要素を 考えながら
見なきゃならんところ があるかなというふう に思っています。ただ 、債務、い
わゆる起債残高ですと か、基金は、これは１ 人あたりいくらと出ま すので、こ
れ１つのバロメーター として、もちろん意識 すべき内容だというふ うに思って
おります。起債残高、 基金残高がこれからの 財政運営に非常にやっ ぱり大きく



- 29 - 

影響を及ぼすというこ とは確かでございます ので、この辺はこうい う数値的な
ものをきっちり、常に チェックして事業の選 択ですとか、予算編成 に臨むこと
になるんだなというふ うに思っております。 財源確保のための取組 としては、
今、当町でも力を入れ ているふるさと納税の 基金を増ですとか、そ れから債務
残高を増やさないとい う意味では公債費を上 回らない起債の仕方等 も念頭に置
きながら、より健全に 、今後財政が回るよう に、努力をしなければ ならないな
というふうに思ってい るところです。それで 、１つご提案ですけど も、こうい
う資料ですね、非常に 時系列的に見やすいも のになっておりますけ ども、１人
あたりで比較する時、 類似団体の決算カード というのはですね、こ れ総務省か
ら毎年出ておりまして 、若干情報は古く遅く なるんですけども、当 町と同じよ
うな産業構造、人口の 町との比較が１人あた りいくらいくらという ふうなこと
で出ている表がありま すので、ぜひそれらも 、私も見る機会多いで すけども、
それらも参考にしなが ら、当町がそういった 団体との中で、どう財 政構造が違
ってるんだということ も見ながら、起債とか 基金に関してはですね 意識をしな
がら、意識を喚起できるという意味ではですね、そういう資料もありますので、
ぜひその辺も今後の議 員活動への参考にして いってはと思います。 以上でござ
います。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。ありが とうございます。類似 団体ですね、一応お手 元の資料に
道内の市町村の、町村 の集計、平均も出した んですけど、類似団体 までちょっ
と手が回らないで、申 し訳ないです。国の補 正に対応しなきゃなら ない行政サ
ービスの多様化等々あ るんだと思います。そ の中で公債費、基金等 を見ながら
予算編成をしていくと いうことなので、引き 続き慎重な予算運営を お願いした
いとしか言いようはありませんけれども。私は数字を読み込むっていうところ、
ちょっと不十分なとこ ろもあるんです。なか なか深読みってのが、 数字が苦手
なんでできないんです けども、先日北海道大 学の今井太志先生の勉 強会で、財
政指数の見方について 勉強しました。皆さん のお手元にＡ４で裏表 で、予算の
裏のほうに表があると は思いますけども、今 井先生が言う個別自治 体の財政評
価で見ますと、縦軸に 将来負担比率を、横軸 に基金額比率というの を出してで
すね、見るとわかりや すいよという説明でし た。この表で見ますと 、右下が平
均より財政状況が良い 自治体で、左上が平均 より悪い自治体という ふうに見る
ことができます。中心 に近いのが平均で、こ の付近が良いのではな いかという
のが先生のお話です。 確かにな、って、その 時思ったんですよ。決 算審査で出
される財政指数は特に 問題がないような指数 になっておりますから 、その中で
うちの町がどうなのか って考えると、問題が ないんだっていう判断 になるんで
すけども。ただこの平 均から見ると良いとこ ろにいる自治体と悪い ところにい
る自治体があるってい うことで、この勉強会 の時ちょうど私の隣に 七飯の杉原
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町長がいて、いやうち も悪いって言われたん だよなと怒ってたんで すけども、
平取町も良い団体では なく悪いほうのグルー プに入っている。財政 指数上は問
題ないんだけども、こ ういうふうに見るとい かがなものかというふ うになるん
ですけども、この表を見て町長のご見解ってのはどうでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい、いわゆる将来負 担比率と基金額比率っ てのはあんまり私、な じみがなく
てですね、これ、標準 財政規模をその基金額 を分子として、割って いるという
ような数値ですので、 標準的にかかる行政経 費を基金でどのぐらい 賄えるかと
いう数値、指標だとい うふうに思っておりま す。確かにこういう表 を出される
と、平取町、この悪い 円の中に入っています のでね、どうなんだっ ていうこと
になるんですけども。 ただこういうは表です ね、ちょっと気をつけ なきゃなら
ないのが、ちょっと大 きな事業をするとです ね、特別会計も含めて 起債なんか
がちょっと大きめにな ると、将来負担比率が トンと上がるというよ うな傾向に
ございます。またです ね、非常に良い左下の 自治体さんが、本当に 良いのかっ
ていうところが、こう いう言い方するとあれ なんですけど、要する にインフラ
の整備ですとか、自治 体としてもっともっと やらなきゃならないと いうのが、
これからくるんだとい うようなところも含め てですね、非常に右上 に行くよう
な可能性の自治体も、 実はこの中にあったん ではないかということ なので、い
ろいろ各自治体の事情 を勘案しながらですね 。右上にあってもほと んどインフ
ラの整備終わっていて 、これからですねより 財政の健全化に近づけ ていくとい
うような、きっとそう いう自治体もあるんじ ゃないかというふうに 思っていま
す。ただ、こういうも のもやはり１つの検証 の素材として、より健 全と言われ
るような財政状況です ね、目指さなければな らないなというふうに は考えてい
るところです。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。はい、 おっしゃるとおりでし て、先生とこの間電話 でも話した
んですけども、１つの 見方なんで、何て言い ますかね、一般町民に 示すときに
これはわかりやすいよ 、という表だと思いま す。財政状況について はいろんな
読み方、判断があるん だと思います。一般的 に使われております指 数判断もそ
の一つだと思います。 財政運営には常に気を つけながら、緊張感を 持って取り
組むことが大事だと私 も思います。さて、そ のような財政状況の中 で、町民要
望や議員提案でいろん な予算要望があると思 います。私も昨年の予 算審査で合
併浄化槽の補助対象の 拡大について要望いた しましたが、残念なが ら今回の予
算には計上されません でした。担当者からは 予算が確保できなかっ たという報
告がありましたが、８ ０億の予算で予算が確 保できないという理由 がよくわか
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りません。令和６年度の決算で３億１,５００万の不用額を出しております。不
用額や流用の発生は、 予算計上に間違いがあ ったと発言する管理職 までおりま
すが、それは私はいか がかなと思います。職 員が経費削減で頑張っ たんだとは
思いたいんですけれど も、削減の幅を超えて いる数字もありました ので、私は
不用額の適正性を疑っ ておりました。今日は 決算審査ではありませ んから、予
算編成について伺いま すけれども、その町民 要望に対して予算がな い、確保で
きないとよく言われま すが、実際は優先順位 が低いんだと思います 。当然優先
順位の高いものから予 算は確定してくるんだ と思いますんで、その 優先順位に
ついて、昨年も議論し ましたけども、改めて どのように判断される のか伺いた
いと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。各事務事業等に ついてはですね、総合 計画の実施計画の計上 時に全て評
価を付して提出をして もらっているというこ とでございまして、事 業によって
はですね、２次評価、 後の外部評価なども経 てですね、最終的にそ ういった評
価の内容を見て、私が 査定の上ですね計画計 上、予算計上していく という流れ
になっております。以 前もお答えしたかと思 いますけども、もう幾 多とある各
分野でもですね、事務 事業、制度などをです ね、その受益者によっ て利害が分
かれるというようなと ころでもございます。 本当に町民のニーズも 多様化して
いるということもあり ますので、その思いと いいますか意向を全て 予算化なり
制度化することは、本 当に限られた予算とい う枠組みの中では難し い、厳しい
状況がございます。本 当に決められたマニュ アルに沿って評価して 一定の水準
に達しないものはばつ んとスクラップしてい くといった手法もある のかもしれ
ませんけども、それは その事業を行ってきた 経緯ですとか、受益者 の環境です
とか、なかなか簡単に いかないもんだという ふうには承知している ところがご
ざいます。今質問にあ った浄化槽の補助拡大 の件なども、これもや はり受益者
の負担をここまでにす るんだというようなこ とも、例えば、国の特 定財源の基
準等も参考にしながら 決めているというよう なことでもありますの で、８０億
円もあるのに、不用額 も出して、こんなこと ぐらいできるだろうと いうそうい
うこともお考えになる かもしれませんけども 、一つ一つの事業に、 財源として
はこれぐらいというよ うな査定をしながら実 行していくということ ですので、
その辺は是非ご理解い ただければというふう に思っています。こう いった住民
ニーズがよりこう多様 化して、もっともっと 制度として、拡充を図 るというよ
うなことも大事だと思 っておりますので、更 に議員とのですね、そ ういった情
報等も伝えていただけ れば、対応に努力した いというふうに思って おりますの
で、よろしくお願いしたいというふうに思っております。 

 

四 戸 副 議 ６番崎廣議員。 
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長  

６番 

崎廣議員 

はい、６番崎廣です。 町長も長い行政経験か らいろいろ判断されて 、情も絡ん
でですね、難しい判断 もあるんだと思います 。最近読もうとしてい る地方創生
の本で、今井照さんと いう方が書いている「 自治体は何のためにあ るのか」こ
れ、この間ぽちっとし たんですけども、届く のが１８日だっていう ことで、中
身、読みきれてないんですけども、書評の中で書かれてます。「自治体は、そこ
に住む人たちの切実な 声やニーズに耳を傾け 、国の施策の行き届か ない部分に
も目を向けながら、日 々を安心して暮らせる 環境を整えることにあ る」という
ふうに書かれておりま す。ぜひ町民生活に必 要な予算を町民に寄り 添って、嫌
みったらしいこの寄り 添ってっていう言葉を 書いてしまったんです けども、寄
り添って判断をし、町 民が安心して住み続け られるように判断をし ていってい
ただきたいというふう に考えております。そ れでは次の質問に移ら させていた
だきます。行政運営、情報公開についてであります。「議会、町民の皆さんと情
報を共有し、様々な課 題に向き合いながら解 決の手法を探る」とあ ります。以
前もお話をしましたが 、昨年、高校の寮の新 聞報道について、私の 携帯にそん
な話は聞いていないと いうメールが入りまし た。相手は登録してい る方でなか
ったので不明でありま すが、これには私もシ ョックを受けました。 私たち議員
は委員会などで報告を いろいろ受けておりま すが、町民の方々には なかなか伝
わっていない。悩みま した。一度会議の席で 町長にお話をしました が、町長は
まず議会に報告をしてからということでありました。私は私なりに悩んだ結果、
私が発行しております 崎廣秀樹議会通信とい うもので、今までは定 例会の一般
質問の報告だけであり ましたが、今般号外を 発行し、委員会などで 報告された
案件について報告をす るようにしました。私 の議会通信は近所を含 めて５０件
程度の配布枚数であり ますから、できること からまず始めるしかな いかなとい
うふうに考えておりま す。この度は物価高騰 対策２万円の商品券や 、高校寮の
設置場所などについて 、今年３回の号外を発 行しました。特に大き な反響があ
るわけではありません 。自己満足かもしれま せんけれども、議員活 動の一環と
して取り組んでいることをご報告させてもらいます。そこで、「情報の共有につ
いて具体的な手法を伺 う」と通告しておりま すが、具体的に提案を し質問した
いと思います。行政が 今考えている政策につ いて、議会などに提案 または説明
が終了したものについ て、町長自らが、でき ればＹｏｕＴｕｂｅな どで記者会
見を行い発表をするという方法はいかがでしょうか。議会中継も始まりました。
月に１回でもいいんだ と思います。記者会見 の結果はホームページ にアーカイ
ブスで残しておくと、 誰でもがいつでも見え ることに、見ることが できると思
います。一つの手法だと思いますけど、いかがでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。私も住民とので すね情報共有の手段と しては、有効な手段だ というふう
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に思いますので、Ｙｏ ｕＴｕｂｅ配信につい てはですね、是非前向 きに検討さ
せていただきたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

ありがとうございます 。ぜひお願いをします 。近隣ではなかなかこ れやってお
りませんので、これが 行われるようになれば かなりな前進だと思い ます。それ
で 町 民 も そ れ に 目 を 向 け て も ら え る よ う に 仕 向 け て い か な き ゃ な ん な い の か
な。私も全国でこれいろいろ調べたんですけど、尊敬する東京の誰でしたっけ、
岸本区長ですね、杉並区ですか、が定期的にやってるっていうのを見てですね、
これを考えさせていた だきました。よろしく お願いしたいと思いま す。次に会
議の公開でありますけ ども、先日２月の２４ 日開催をされました第 ２回高齢者
介護保険運営委員会に つきましては、これ非 公開でした。なぜなの か理由はわ
かりませんけれども、 第１回目の時は確か公 開だったような気がす るんですけ
ども。私は一般町民を 委員として受け入れる 会議は、全て公開で良 いんじゃな
いかなというふうに思 います。また内部会議 であっても、町の計画 や方向性を
考える会議は公開できないんでしょうか。これについて伺いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 お答えいたします。一 般町民を委員として受 け入れる会議は原則公 開って、私
もいいと思いますし、 現にそういうやり方で 進んでいると思います ので。この
２月２４日の分はです ね、ちょっとお知らせ の仕方が間違ったのか なというふ
うに思いますので、こ の辺は今後ですね、公 開としていきたいと思 います。あ
と内部会議の公開です けれども、庁舎内会議 についてはもろもろあ りましてで
すね、崎廣議員、計画や方向性を考える会議ということですけれども、例えば、
庁内のプロジェクトチ ームの会議、行革会議 などもですね、その決 定事項のほ
とんどがですね、次、 町民を委員とするよう な会議に付されるとい うことで、
内容としては、公開、 間接的なものがあるか もしれませんけども、 公開されて
いると言ってもいいと ころもございますので 、やっぱり内部協議に ついては非
常に個人情報とか、そういうものはちょっと除外すべきかなと思いますけども、
非常にそういういろん な情報が錯綜するよう なところがあって、や っぱり慎重
にやらなきゃならんと ころもあるかなという ふうに思っていますの で、この辺
については更に検討し たうえでですね、どう するかというようなこ とを検討さ
せていただきたいと思っています。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 はいわかりました。お そらく、２月２４日の 会議はチェックミスか 何かだった
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崎廣議員 とは思うんですけども 、そういうふうに公開 するものを選ぶのでは なく、非公
開のものを選ぶような 形でやっていったほう が、こういう、急にこ の会議だけ
非公開っていうふうに はならないんだと思う んですよね。そういっ たところで
お願いをしたいと思い ます。内部会議につい ては後日、委員を入れ た会議でオ
ープンになるんで公開 に近いということでし た。内部会議は除外す るのは情報
が錯綜する、おっしゃる意味もわかります。そんな中では先進地のニセコでは、
有名な話ですけれども 、私も２回ほど行きま したけど、予算査定を 初期段階か
ら全てオープンにして おります。いついつ総 務課の予算査定を、総 務課長査定
を、副町長査定を、町 長査定を行うというの をやって、新聞記者を 入れて、一
般町民も入れる。最近 は、最初のうちはお客 さんいたみたいですけ ども、議員
も行ってたみたいです けど、最近お客さんい ないみたいですけども 、そのよう
なことをやっている町 もあります。なかなか そこまで届かないのか もしれませ
んけれども、是非ご検 討をお願いしたいと思 います。引き続きいい ですか。次
の質問に入りますけど。 

 

四 戸 副 議
長 

はい。崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

いいです、時間なんですけどいいですか。 

 

四 戸 副 議
長 

はい。それじゃ休憩します。再開は午後１時とします。 

 

 （休 憩：午前１１時５１分） 

 （再 開：午後 １時００分） 

 

 再開します。６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。昼間ま たぎになりましたんで 、ちょっと力が落ちて おりますけ
ど、よろしくお願いいたします。３点目エネルギーの地産地消について、「エネ
ルギーの地産地消をめ ざして、いろいろと取 り組み地域内経済循環 型システム
の構築」という記載に なっております。昨年 ７月に猛禽類医学研究 所の齊藤慶
輔先生のＳＮＳの投稿 から、モデルの冨永愛 さんやアルピニストの 野口健さん
ら著名人の懸念表明で 、一気に国民的関心が 高まりました、釧路湿 原の太陽光
パネルをめぐる問題以 来、太陽光パネルが悪 のような報道が私は気 になってお
ります。再生可能エネ ルギー、特に太陽光は 無限、無尽蔵、膨大に あるエネル
ギーと、環境エネルギ ー政策研究所の飯田哲 也所長も言われており ます。なお
かつ、エネルギーとし て地産地活できるエネ ルギーであります。あ えて地産地
消ではなく、地産地活 と言わせていただきま す。食育計画で荒川義 人先生から
消すという寂しい、活 用する活を使ったほう がいいと教わりました 。私たちが
使用するエネルギーは 、全て町外から購入す るものであります。中 東で戦争が
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起きていますが、多く を外国からの輸入に頼 っております。その中 で、地元で
生産できる、生産がで きるエネルギーは非常 に重要だと思います。 先日のゼロ
カーボン推進協議会で 、北大の山形先生もお っしゃっていました。 地域の人た
ちが自分たちのために 行う行為、暮らしの中 で必要なエネルギーを 自分で補う
ことができる。町外に 流れるお金を防ぐこと ができる、地域内経済 循環システ
ムなんだと。隣町の苫 小牧市勇払地域では、 温室効果ガス削減と地 域活性化を
図る環境省の脱炭素先 行地域に選定され、官 民挙げて具体策を検討 していると
も２月２０日の北海道 新聞で報道されており ます。そこで、エネル ギーの地産
地活として、再生エネ ルギー、太陽光、木質 バイオマス等の取組に ついて、具
体的にどう考えるのか 伺いたいと思います。 できればゼロエネルギ ーハウス、
ＺＥＨ、ゼロエネルギ ービルディング、ＺＥ Ｂから一歩進んで、こ れは造語で
ありますけれども、ゼ ロエネルギータウン、 ＺＥＴというような、 ＺＥＴ構想
まで考えてはいかがかなと思いますので、ご見解を伺います。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。お答え申し上げ ます。当町でございま すけれども、令和６年 度に策定い
たしました、平取町地 球温暖化対策実行計画 に基づきまして、２０ ３０年度ま
でにですね、いわゆる マイナスカーボンをめ ざすというような計画 を作ってご
ざいます。町内におけ る再生可能エネルギー 、または省エネルギー 活動をどう
いうふうに進めるかと いう指針になる計画で ございまして、ご質問 にあった具
体的な内容をというこ とでございますけれど も、まず賦存量が非常 に豊富な木
質バイオマス等につい ての活用を図るという ことで、バイオマス産 業都市構想
に基づいてですね、病 院横でのバイオマスエ ネルギーハウスといい ますか、熱
電併給のですね、電気 と熱を供給する施設を 、今稼働をさせている ところでご
ざいまして、非常に木 質バイオマスのエネル ギーとしては、木質の エネルギー
の可能性が非常に大き いなというところで、 それを更に進めるとい うようなこ
とになろうかと思いま す。ちょっと具体的に は、木質バイオマスチ ップを活用
したＥＳＣＯ事業とい うことで、これは民間 の資金を活用するとい うことにな
りますけれども、今具 体的にはびらとり温泉 でのボイラー導入に向 けて、関係
者といろいろ詰めてい るところでございます 。それから太陽光発電 に関しまし
てはですね、計画では ＰＰＡモデルというこ とでございまして、こ れは自家消
費型太陽光発電の導入 法の一つでもございま して、需要家が保有す る建物です
とか屋根の上、それか ら遊休地に太陽光発電 設備を設置して、そこ で発生した
電気をですね、需要家 がＰＰＡへ電力販売会 社から買い取って、使 用する仕組
みでございます。いわ ゆる発生した電気を外 に送るということにな りますと、
域内での脱酸素という ことになりませんので 、こういった事業です ね、進めて
いかなければならない ということでございま す。それからもう一つ 、今ソーラ
ーシェアリングという のがございまして、先 ほど太陽光発電のです ね、非常に
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余りいい、マイナスイメージに取られているということでございますけれども、
そういう乱開発といい ますか、そういうもの がついてまわるという ようなイメ
ージがありますけども 、ソーラーシェアリン グはですね、農地に一 定規模のソ
ーラー、パネルといっ ても通常のパネルでは なくて、太陽光を遮断 しないよう
なパネルを設置してで すね、農地の作付を行 いながら電力も発生す る、電気も
発生するというような ですね、そういうシス テムがありまして、実 は今当町で
も実証試験をですね、 やれるような土地の選 定の段階に入っており ましてです
ね、これもより具体的 になりましたら、議会 にも報告させていただ きたいとい
うふうに思っておりま す。それから計画の中 では当町の小水力発電 ですとか、
そういうものもですね 一つの具体的な例にな ると思いますので、ト ータル的に
域内の脱炭素、それか らゼロカーボンを目指 してですね、計画に沿 った内容で
進めていきたいという ふうに思っているとこ ろでございます。ＺＥ Ｔ計画とい
うことで、これは崎廣 議員の造語というふう に私捉えてなくてです ね、こうい
うのがあるんだなとい うことでちょっと私も 初耳だったんですけど も、ちょっ
とネット検索しますと 、ＺＥＴ−ｖａｌｌｅ ｙ構想というのは京都 府でやると
いうことで、まさにゼ ロエネルギータウン、 地域を目指すというこ とでござい
まして、私どももです ね、今説明した実行計 画に基づいて脱炭素化 を図るとい
うことはですね、まさ にこういうものをめざ してということになり ますので、
やっぱり非常に規模的 な要素も含まれますの で、全てですねエネル ギーをこの
町で賄うんだというこ ともなかなか厳しいと ころもありますけども 、そういう
こともですね念頭に置 いて、それから、国の 意向に沿ったゼロカー ボンをです
ね、目標年次までめざ すというような方向で 、今後も進めさせてい ただければ
というふうに思ってます。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。ありが とうございます。温泉 でまた新たなＥＳＣＯ 事業が展開
されるということで承 りました。マイナスカ ーボンでうちの町は取 り組んでい
くというのも承知をし ております。ＺＥＴ構 想がそんなあるなんて いうのは知
らなかったんすけど、すいません、自分で勝手につくったフレーズだったんで、
ＺＥＨ、ＺＥＢからい けばＺＥＴだなと思っ たんで。ゼロエネルギ ータウン、
そのぐらい大きい規模 の、なんていうか思い を持って計画を進める というのが
いいのかなと思って提 案をさせてもらいまし た。地震の時に電気が 止まりまし
た。非常に電気という のが大事なんだってい うのを、ある意味その 時私もあの
時に実感をしました。 何をやるにしても全然 、暖房を取ることもで きなければ
お風呂に入ることもで きない。全然、電気っ て普段、空気のように 感じてるけ
ど、そうか、と、それ がこのゼロエネルギー タウンでもしかしたら そういう時
は供給ができるような 、何かそういう町にな るっていうのも、何か そういうこ
とを経験したうちの町 の取組方策としていい のかなっていうような 提案であり
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ます。遊休地の利用、 ソーラーシェアリング 等々ご報告ありました 。ありがと
うございます。引き続 きご検討をお願いした いと思います。ただ最 近、太陽光
の相談を受ける中で、 受け手の北電の変電所 の容量がもうかなり行 き詰まって
いて、そこで受けるこ とができないと。それ で太陽光を少し大きく 入れたいん
だけれども北電が受け てくれないというよう な状況があるみたいな んですけど
も、億単位のお金を業 者が負担をしなければ ならないっていうこと も聞いてお
ります。そういうのが 足かせになってるって いうのがこれ、電力業 界での問題
なのかもしれませんけ れども、こういったと ころは、国の制度とか そういった
もので補うようなこと はできないんでしょう かね。この辺はちょっ と私のほう
も調べ切れていないんですけども。聞くところによると変電所の容量の関係で、
なかなか大きい太陽光 の設置が難しく、自宅 の屋根のパネルぐらい ならまだ何
とかなるんでしょうけ ども、自宅の屋根のパ ネルは町の補助金が余 りにも安く
て取り組めないってい う町民の声もあります けども、変電所の容量 を上げてい
くっていう方策につい ては、何かあれば教え ていただきたいんです けども、ち
ょっとこれは関連質問になりますけど。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はいお答え申し上げま す。変電所の容量を上 げるための国政という か、国の施
策等については正直存 じ上げないというとこ ろが正直なところです けども、ま
ず太陽光の大規模な開 発があった時に、北電 と協議されるのが、ま ず変電設備
までの送電網ですね、 ここも大概ですね、も う少し容量上げないと 駄目だとい
うケースも出てくるっ ていうケースは、我々 も経験しているところ です。これ
がですね、変電所の容 量を上げるのがいいの か、そこの太陽光の、 うちの地域
で結局やって、どっか の企業に電気が送られ ているっていう話なの で、それが
変電所の容量も足りな いような平取でやるこ とが開発行為として正 しいのかっ
ていうところの議論が まず先で、それからど うしても平取に土地を 求めないと
駄目だっていうケース ってことであれば、変 電所のことについても 、北電なり
事業者と相談っていう流れかなというふうに考えてはおります。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。はい、 ありがとうございます 。思ったより午前中の 時間が早く
経過しましたんで、ち ょっと記載してないと ころまでの質問になっ てしまいま
した。引き続きこれら については担当課のほ うと議論させてもらい たいと思い
ます。次に移らさせて いただきます。４番目 の地域医療の確保につ いてであり
ます。執行方針の中で、「平取国保病院は緊急医療体制の維持、高度化・多様化
する医療ニーズに応え るため、関係機関と連 携を強化し、必要な地 域医療体制
の確保を図る」という ふうにあります。糖尿 性腎症、慢性腎臓病、 高血圧性腎
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障害など、人工透析治 療を余儀なくされる患 者の方が毎年増えてき ているよう
な気がしております。 私の出身地でもありま す、岩知志で先輩の農 家の方がこ
の１月より治療に入り ました。この透析治療 に関しましては、施設 の建設をは
じめ、議会でも多くの 議論をしてきてるもん だと思います。現状、 患者は毎年
増えているんだと思い ます。町民の命を守る 政策としてどう対応し てどう考え
ていくのか。患者の現 状を把握し、これから も増えることを踏まえ てどうする
ことがベストなのか。 １００か０かの議論で はなく、命を守るとい う取組を考
えていきませんか。先 日、同僚議員からも、 災害発生時、津波警報 の時など、
病院への移動が難しく なる場合があると発言 されておりました。患 者は当町だ
けではなく隣町も同様 だと思います。受け入 れる病院にも限度があ ります。近
隣３町で真剣に患者を 交えて、先生や行政関 係者が積極的に話合い を行い、話
合いをしていかなけれ ばいけないのではない かというふうに考えま す。これに
は水平連携だけではな く、垂直連携の北海道 も入るべきだと私は思 います。新
人の首長が管内の中で 増える中で、２期目と はいえ、ほぼ日高管内 の中では先
輩の首長として遠藤町 長は位置するんだと思 います。そういった議 論をリード
していく立場ではない かというふうに考えま す。町内だけではなく 、近隣町で
も治療を必要としてい る人工透析治療につき まして、医療体制をど う考えてい
くのか、改めて伺いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。お答え申し上げ ます。まず人工透析の 関係でございますけれ ども、ご存
じのとおりですね令和 ４年１１月、本議会で もですね、平取町国保 病院におけ
る透析室開設をめぐる 請願などが採択されま して、それに沿って町 としても病
院経営改革プランの内 容を進める中で、人工 透析の在り方も検討し てございま
す。その内容といたし ましては、医師や臨床 工学技士等の有資格者 の確保、あ
るいは新たに透析室を 整備した場合の多額の 事業費が見込まれると いうような
こともありまして、開 設は難しいとの判断を した経緯がございます 。現時点で
はですね、当町におけ る透析患者につきまし ては、その大部分が門 別国保病院
で透析治療をしていた だいておりまして、患 者様によってはですね 、かかりつ
けの苫小牧に通院して いる患者さんもおりま す。今当町が把握して いる透析患
者としてはですね、町 内では１５名の患者さ んがいるというような 捉えをして
いるところでございま す。こういう状況から ですね、患者様の負担 軽減といっ
た意味で、令和７年４ 月より透析に係る通院 費用の補助を拡大して いるといっ
たところでございます 。昨今の公立病院、特 に当町のような小規模 の自治体の
病院については、経営 っていうのは非常に人 口減少等により厳しい 状況がある
ということでございま す。北海道等が示す日 高医療圏域という中で は、日高医
療圏域では門別国保、 日高徳洲会、浦河日赤 で透析を対応している ということ
でございまして、道内 を２１圏域に分けてで すね、こういった透析 治療をどう
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するかという検討がな されておりますけども 、２０圏域においては ですね、圏
域ごとにはおおむね完 結できているというよ うな認識があるという ようなこと
でございます。それぞ れの各自治体病院でそ ういう施設を持つとい うのではな
くて、医療圏の整備に 委ねるというようなこ とが、この医療圏構想 の中では表
明されているというところでございます。当町では日高西部圏域ということで、
門別国保病院で、医療 圏の中では、そういう 役割を担っていただい ているとい
うことでございます。 そうはいえですね、平 取国保病院に透析を持 たせるとい
うことは理想的なとこ ろでありますけども、 こういう日高西部の領 域、圏域の
考え方に沿ってですね、門別国保に透析室の役割を担ってもらうということが、
医師、医療スタッフの 確保ですとか、設備等 の維持、病院経営とい った視点で
も現実に即したものと 判断をしているところ でございます。門別国 保とは、透
析のみならず救急、そ れから人材確保、災害 時の相互支援等で今後 、今、明文
化した協定を締結する ということでやりとり をしているところでご ざいます。
もっと日高西部の医療 圏のみならず、日高医 療圏を透析への対応も 含めた、よ
り効率的な、患者様が より利用しやすいよう なものにしていくには どうしたら
いいかというのが今後 の課題になるかなとい うふうに思っておりま して、例え
ばえりもですとか様似 、そういうのもですね 、私どもと同じような 透析患者で
言えば、そういった課 題も持っているという ような認識もあります ので、私も
町村会の中で、そうい った意見等も述べなが ら、この圏域との医療 体制につい
て、どうしていこうか というようなことも、 ぜひなんて言いますか ね、率先し
て表明していければな というふうに思ってい るところでございます ので。これ
は本当にいろんなスタ ッフが集まって、行政 それから医療関係者、 それから例
えば福祉の関係者等が集まって、この辺をどうするかというのが非常に大きな、
重要なポイントになる かなというふうに思い ますので、特に日高西 部の医療圏
という中では、門別国 保との連携がですね非 常に重要なものとなっ ております
ので、ここについては 更に積極的に進めてま いりたいというふうに 思っており
ます。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。はい、ありがとうございます。慎重なご答弁だったと思います。
道は医療圏における整 備に委ねるということ で、この辺は門別国保 ということ
で了解をしました。町 内１５名、令和４年１ １月議会の請願等々も ありました
けども、私は決してそ こに遡って云々という ことを言うつもりはあ りません、
今回この質問を入れる のには悩みに悩んで入 れました。どこかの時 点できちん
と自分としては発言し たいなと思っておりま したんで、先日、同僚 議員が津波
警報のことを発言した時に、これは次の本会議で必ず質問しようというふうに、
心に決めました。命を 守りたいという１点で いこうと決めました。 命を守りた
いんで、命を守りたい と思うのであります。 もう皆さん忘れてると は思います
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けども、鳩山内閣が誕 生したときに、鳩山総 理が一番最初に施政方 針の中で言
った言葉であります。 非常に例のない言葉で 語り始めた言葉です。 私たち議員
もやはり町民の命を守 るというのが一つの使 命だと思います。そう いった意味
で、その言葉のもとに どうしたらいいのかを 議論していく、話合い の場を持つ
場を、話合いの場を持 ってもらいたいという 思いであります。実は 議員になっ
てから日高町の議員か ら、平取は透析の施設 をつくるんだよねって いう、すご
い心配された質問され ました。いやそんな気 持ちは全然ないけどそ ういう話も
ないよって言ったら、 いやいやそういう話が 聞こえてくるんだけど 。つまり、
門別の国保で営業が緩 くなくなる、それをや られると、っていう意 味合いだっ
たんですよね。つまり 、その噂の情報でお互 いの議員やお互いの首 長が臆測で
ものを話してるんじゃ ないかってその時思っ たんです。膝を交えて 議論をすべ
きだ、議論というか対 話をすべきだと思うん です、これは。できれ ば財政の問
題やドクターはじめ人 材の確保、いろいろ多 くの課題があるんだと 思います。
しかし、多くの関係者 で話し合うことは次の ステップになるんじゃ ないかなと
思います。命を守りた いという、その思いの もとでぜひ対話を進め ていっても
らいたいと思います。 決して事務方に任せる んじゃなく、町長が主 体的に主導
権を取って、近隣の首 長と議論を、対話を進 めていっていただきた いと思いま
す。対応していくとい う決意を改めて聞きた いと思います。よろし くお願いし
ます。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい、繰り返しになり ますけども、公立病院 の経営はじめ、こうい った医療体
制の整備というのは、 管内各町の大きな課題 であるというふうに認 識しており
ますので、私も管内で ２番目に古い首長にな るというようなことで ございます
ので、ぜひそういう機会ごとにいろんな意味で私の、各町の持つ課題について、
病院のみならずまだま だ広域的な課題もあり ますので、そのことに ついても、
ぜひ、ある意味の先輩 首長として意見反映し ていければというふう に思ってい
ます。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。ありが とうございます。よろ しくお願いいたします 。それでは
次、外国人との共生について質問させてもらいます。「外国人などすべての方々
の人権が尊重される社 会、地域をめざし支援 をする」という形で書 かれ、記載
されております。現在 国内では多くの外国人 が多様な職場で就労に 就かれてお
ります。国際社会では 外国人労働者は単なる 労働力ではなく、社会 の多様性、
活力を高める存在とし て位置づけ、位置づけ られております。日本 でも外国人
労 働 者 は 安 定 し た 社 会 の 維 持 に 不 可 欠 と す る 専 門 家 の 見 解 が 示 さ れ て お り ま
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す。政府の行政文書を読み込みますと、「多文化共生社会の形成に向け、外国人
住民、労働者の存在が 地域社会の持続性に寄 与している」と表現さ れておりま
す。残念ながら、我が 町の第７次総合計画で は、外国人に対する記 載は見当た
りませんが、トマト農 家に研修生として平取 町に中国人が来町した のは平成１
５年頃と聞いておりま す。技能実習生制度が この頃から拡大をし、 全国的にも
研修生が増えた時代と 聞いております。その 後、特定技能制度など 制度の変革
もあり、平取町の産業 を支える大事な人材に なっているんだと思い ます。厚生
労働省の発表によりま すと、２０２５年１０ 月末において、外国人 労働者は過
去最高の２５７万１,０３７人、１３年連続過去最多を更新したと報道されまし
た。北海道では５万１,３５８人、前年から８人、前年からの伸び率は１７パー
セントとなっておりま す。令和８年１月１４ 日の北海道新聞により ますと、働
く外国人、届かぬＳＯ Ｓ、この見出しで、働 く外国人が急増する中 、職場での
不安、暴力やハラスメ ントに対して外国語で 対応できる公的な窓口 が不足して
いる、と報道されてお りました。当町の現状 としては、そのような ことがない
とは思いますが、これ からを考えるときに気 にかけなければいけな いことだと
思います。そこで、町 内の外国人の現状につ いて伺います。正確で なくても結
構ですので、どれくら いの人たちが町内に住 み、住民登録、生活を しているの
か、そして、その方々 が地域の中で疎外感を 抱かないように、町民 と外国人と
の対話や交流の場の推 進を進めるべきと考え ますが、いかがか伺い たいと思い
ます。 

 

四 戸 副 議
長 

町民課長。 

 

町民課長 はい、ご質問ありがと うございます。私のほ うからは外国人の方の ですね、人
数と国籍についてご説 明申し上げます。まず 、２月末日現在で、平 取町内には
１４１人の外国の方が お住まいになっており ます。その中ですね１ 番多いのが
中国の方で、１４１人 中５５人となっており ます。次に多いのがミ ャンマーの
方で２７人、次に多い のがインドネシアとイ ンドがそれぞれ１６名 となってお
ります。２桁をいって いる国籍の方はこちら の４つとなります。こ こ数年のち
ょっと人口のほうの推 移をご説明いたします と、令和５年度につき ましては、
年間の平均が１１７名 、令和６年度の平均が １３０名、令和７年度 は、ちょっ
と２月までの１１か月 になりますが、平均が １５１名となっており まして、お
およそ毎年６月から９ 月ぐらいの夏場に多く なる傾向が出ておりま す。以上で
ございます。 

 

四 戸 副 議
長 

町長。 

 

町長 はい。後半の質問でご ざいますけれども、私 の今回の執行方針でも 、外国人な
どの全ての方々の人権 が尊重される社会、地 域をめざして支援をす るというよ



- 42 - 

うな意味合いの執行方 針を述べさせていただ きました。まさにこの とおりでご
ざいまして、質問にも あったとおり、平取町 の産業を支える大事な 人材として
外国人の方が来ていた だいているというよう なことでございますの で。今報告
にあったとおり、その年年によって、最初、こういう人材の活用が始まった時、
やっぱり中国の方が多 かったんですけども、 年々いろんな多様な外 国の方がい
るというような状況に なってまいりまして、 もちろんやっぱり、一 生懸命町内
で、そういう働いてい ただくということはも ちろんなんですけども 、その暮ら
しという中で、やっぱ り住み良いといいます か、疎外感といいます かね、そう
いうものを感じないよ うな暮らしを提供する というのも、この地域 の一つの責
任なんだろうなという ふうに思っております 。具体的にどうあれば いいかとい
うようなことでござい ますけれども、ちょっ と例を挙げると、令和 ６年度にま
ちづくり住民大会で、 これは外国人の方ばか りではなくて、新規就 農者ですと
か、令和６年に新規就 農者ですとか、移住さ れた方とかですね、そ ういう方も
一堂に会するような場 所をつくって、それぞ れの近況を話していた だいたり、
交流事業を展開したと いうようなことで、そ こからいろんなつなが りができた
というようなことも聞 いておりますので、そ ういう事業も非常に有 効な事業か
なというふうに思って いますので。今後も、 これは自治振興会が２ 年前に主体
的に行っていますので 、また地域なり振興会 の方ともですね相談し ながら、こ
ういった場づくりを進 めていければなという ふうに思っております 。それから
当町の協働のまちづく り事業を活用して、振 内地区でＥｖｅｒｙｄ ａｙＥｎｇ
ｌｉｓｈという事業が 住民有志で開催されて おりまして、この多く の外国の方
が英会話学習を通じて 交流を深めるというよ うなことをやっており ますので、
これも非常に輪が広が ったというようなこと も聞いております。浦 河町の例な
んかでいきますとです ね、特にインド人の方 のそういう風習に則っ たイベント
の開催とか、そういう のも実施されています ので、そういった例を 参考にです
ね、極力やっぱり地域 の方と、そういう移住 、外国人の方が交流で きるような
機会の創出というのが重要になってくるかなと思いますので、ぜひそういった、
皆さんからいろいろア イデアをいただきなが らですね、進めさせて いただけれ
ばというふうに思っています。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、ありがとうござ います。中国人が半分 ぐらいで、ミャンマー 、インドネ
シアがこんな人数とい うのはちょっと、初め て知りました。自治振 興会が本当
に２年前に行った交流 会、あの時はそうは思 わなかったんですけど も、今思う
と非常に有意義な交流 会だったと思います。 是非こういったものを 、小さなこ
とからで結構ですから こつこつ積み上げてい っていただきたい。浦 河辺りでは
インドの方がかなり多 いので、地元のスーパ ーに売場を増設をして もらうとい
うようなところまで展 開をしているように聞 いております。そうい ったところ
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に手を差し伸べていく というのが、外国人と の共生っていうか、そ ういうのに
つながっていくんだと 思いますんで、引き続 きよろしくお願いした いと思いま
す。それでは、教育行 政執行方針に移りたい と思います。重要文化 的景観の今
後の運用について質問をさせていただきます。重要文化的景観について、「第４
次選定されることを踏 まえて計画的に推進し ます」ということで記 載がされて
おります。アイヌの伝 統と近代開拓による沙 流川流域の文化的景観 、いわゆる
重要文化的景観に選定 されたのが、平成１９ 年、２００７年の７月 です。平成
２８年３月には追加選 定、平成３０年に第３ 次選定、今回が第４次 選定という
ふうに聞いております 。第１次選定の平成１ ９年に、選定に向けて 多くの町民
を集めて、説明会をふ れあいセンターで開催 したのを、当時の会場 責任者とし
て、会場設営者として 私も覚えております。 平成１９年３月２７日 水曜日、１
９時からというふうに 探しました。これ手帳 、平成１９年の手帳ま で遡ってで
すね、絶対書いてある と思ったらちゃんと書 いてありました。３月 ２７日の１
９時から２１時まで。 垂れ幕は計画条例何だ かかんだかだったとい うことで、
ちょっと字が汚かった んでそこまでは読み込 めなかったんですけど も、手帳に
記載があったんでこの 日で間違いないと思い ます。その時はようわ からないこ
の景観という言葉と規 制が何なのか、景観を 守る、守るには国はお 金を出すの
か、などなどいろんな意見が出されていたのも覚えております。ひな壇からは、
国の担当者が髪を振り 乱して答弁していたの も覚えております。発 言内容の詳
細までは覚えておりま せんが、喧々諤々とい うか、わからない制度 に対して質
問や意見が多く出されていたと思います。２０年を経過しようとしております。
当時の思いはどうだっ たのかわかりませんが 、その時は地元の人が 強い思いを
持って待望をして、こ の選定を望んでは、望 んでいたのではなかっ たというこ
とは事実だと思います 。私の感覚ですからそ んなことはないと言わ れるかもし
れませんが、景観とい うきれいな言葉に、そ うかなと思った人も、 ２０年継続
されて、町民がよくわ からない中で進んでい ることに疑問を持つ方 もいるのだ
と思います。そこで、 重要文化的景観の目的 は何だったのか、改め て伺いたい
と思います。 

 

四 戸 副 議
長 

教育長。 

 

教育長 崎廣議員の質問に対し てお答えしたいという ふうに思います。まず 目的につい
てですけども、今、崎 廣議員が言われました ように、今回、沙流川 流域におけ
るアイヌ文化の伝統と 近代開拓による文化的 景観が重要文化的景観 に選定され
た目的になると思いま すが、大きく３つに分 けて説明したいという ふうに思い
ます。一つ目として、この地域に昔から受け継がれてきた暮らしや文化を守り、
次の世代へ伝えていく ことがあります。沙流 川流域では、アイヌの 人々が自然
とともに生きてきた歴 史があり、その後、近 代の開拓によって農地 や集落が形
作られてきました。現 在見られる景色は自然 そのものというよりも 、人々の暮
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らしの積み重ねによっ て生まれたものであり ます。このような景観 は、一度失
われると元に戻すこと ができません。そのた め、地域の財産として 大切に守る
ことが目的の一つにあ ります。２つ目として 、地域の価値を国が公 式に認める
ことで、町民の誇りに つなげることでありま す。国の選定を受けた ということ
は、本町の歴史や文化が全国で見ても重要であると価値づけられたことであり、
これは町の大きな財産 であります。特にアイ ヌ文化が息づく地域と して歴史的
な重みを正しく次世代 へ伝える意義は大きい と考えております。最 後です。守
るだけではなく活かす ことであります。学校 教育での郷土学習、文 化体験、交
流人口の拡大など、地 域振興につなげていく ことも目的に含まれて おります。
文化的景観は展示物で はなく、今後も続いて いく暮らしそのものが 価値である
という点に特徴があり ます。以上のことから 、本制度の目的は、地 域の歴史と
暮らしを守り、誇りを 育み、未来につなげる ことであるというふう に考えてお
ります。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、６番崎廣です。 今目的について、改め て教えていただきまし てありがと
うございます。その目 的達成のために、この 国の指定を継続してい く必要があ
るのかということなん ですけども、私は自主 運用でもういいんじゃ ないか、こ
こまで来たら。地域の 価値を国が認めという 部分については無くな ってしまい
ますけれども、地域が それを認めていけばい いんじゃないかなと思 うんですけ
ども。自主運用じゃいけませんか。 

 

四 戸 副 議
長 

教育長。 

 

教育長 はい。国の指定を継続 していく必要性につい てでありますけども、 先ほど話し
ましたけども、文化的 景観は、やはり一度度 失われると再生が極め て困難であ
ると思います。継続的 な保全により、地域固 有の歴史的価値を守る ことが重要
であります。国の指定 を受けてということが 、本町の歴史的あるい は文化的価
値の客観的価値であり 、地域の誇りと対外的 な信用力の向上につな がっている
というふうに思います 。保全活用計画に基づ いて、整備や調査に対 していわゆ
る国の補助を活用でき ます。これはものによ りますけども、大体５ ０から６５
パーセントっていうふ うに聞いております。 町単独では困難な事業 推進が可能
となっております。以 上の理由から、指定の 継続は本町の将来にと って必要不
可欠であるというふうに考えております。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６ 番 崎 廣 はい、わかりました。 ４本質問を立てており ますので、３本目行き ます。単純
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議員 に費用対効果っていう のは計れないと思うん ですけども、人件費を 含めてこの
事業に係る経費、そし て得られる効果は何な のか、これについてま ず、これに
ついて次は伺いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

教育長。 

 

教育長 はい。費用対効果につ いてでありますけども 、文化的景観は短期的 な収益のみ
を計るものではないと いうふうに考えており ます。例えば地域のブ ランド力の
向上、あるいは観光振 興への波及効果、ある いは教育資源としての 活用、ある
いは町民の郷土愛を高 めるといった中期的な 社会効果が期待されて いるという
ふうに思います。特に アイヌ文化の関心が高 まる中、本町の歴史的 価値が全国
に認知されることは、 交流人口の拡大や関連 事業の活性化につなが るものでも
あります。将来的な地 域経済の波及効果は十 分に見込まれるもので あるという
ふうに考えております し、また、国庫補助の 活用により、町の財政 負担を抑制
しながら事業を進める ことから、費用に対す る効果は適切に確保さ れるという
ふうに認識しておりますが、この部分でご理解いただければと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

ちょっといろいろな事 情があるんですけど、 すいません。４点目に 質問を挙げ
ております、文化的景 観保全委員会はなぜ非 公開なのか、これにつ いて伺いま
す。 

 

四 戸 副 議
長 

教育長。 

 

教育長 はい。これにつきまし ても、今回は非公式と いうことで行われてお りますけど
も、先ほど別な質問で ありましたけども、原 則公開ということでい いかと思い
ます。今後ですね、特 に教育委員会の部分に つきましては、個人情 報、あるい
は生徒、児童に関する 部分、それから人事、 あるいは意見交換に阻 害がない、
その部分について、い ろんな部分、やじとか 、ないとは思いますけ ども、その
部分に配慮しながら、 原則、公開のほうで進 めていきたいというふ うに思いま
す。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

ありがとうございます 。すいませんちょっと 体調不良なんで、ちょ っとこれ以
上続けられないんで、 まとめに入りたいと思 います。一般会計予算 ８０億、特
別会計、企業会計で３ １億円、合計１１１億 円の予算規模の仕事で あります。
１６０人のスタッフで 事故なく進めるのは大 変な作業だと思います 。何事もな
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く、完了して当たり前 の世界であります。事 業規模や事業内容によ って脚光を
浴びて評価される仕事 を担当されてる方はや りがいもあり、十分や りがいも十
分にあるものだと思い ます。一方で目立たな い地味な仕事であって も町民に感
謝される仕事もあると 思います。それら多く の仕事を遂行される職 員の皆様に
は心より敬意を表しま すとともに、特に縁の 下の力持ちになられて いる若手職
員の皆様には、将来の 平取町の礎をしっかり 築いていっていただき たいと思い
ます。その苦労が必ず 報いられると私は信じ ております。遠藤町長 をはじめ特
別職の皆様、管理職の 各課長、一般職の皆様 、そして会計年度任用 職員をはじ
め、関係職員の皆様の 日頃のご奮闘に心より 感謝を申し上げ、私に 残された期
間はあと１年でありま すが、議員としてまち づくりにともに頑張る ことをお誓
い申し上げて、私の一般質問といたします。ありがとうございます。 

 

四 戸 副 議
長 

崎廣議員の質問は、終了します。 

次に、３番松澤議員を指名します。３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

先に通告してあります 「若年性認知症の方を 支える町の取組につい て」質問を
させていただきます。 若年性認知症の方は高 齢者認知症と比べ人数 は少なく、
医療や介護、福祉関係 者の中でも鬱病等と間 違われていることもあ りまして、
その存在や特性につい ては十分に知られてい ないと思っております 。また若年
性認知症の方とその家族は、病気の特性と社会的な背景によって孤立しやすく、
適切な支援を受けない まま疲弊していく場合 が少なくありません。 さらに、若
年性というところです ので６５歳以下の若い 方が多いということで 、現役世代
が多く失職することに よる経済的困難が生活 の不安の最も大きな原 因になりま
す。昨年１２月１３日 に「認知症とともに生 きる」という講演を聞 きに行きま
した。いつもこの類い の講演を聞くと、何年 後には何人に何人がこ うなります
よっていう、増えると いう話ばかりでして、 いつも心に重くのしか かるお話が
多い中、認知症高齢者 の数は、この時聞いた 話なんですけども、２ ０１５年調
査時の、２０２５年の 統計は６７５万人、２ ０２４年の統計は４７ １万人と、
現実には２０４万人減 少しているということ でした。これは１０年 前に予測し
ていたよりは、その分 ２０４万人減少してい たということです。そ の要因とし
ましては、生活習慣改 善で予防できているこ とと、新薬の開発があ ったという
ことです。少し希望が 見えてきたのかなとは 思いました。それで予 防の大事さ
もとても痛感する時間 でございました。そこ で、その日は若年性認 知症コーデ
ィネーターの方のお話と、「ほっかいどう希望大使」という認知症本人の大使の
お２人のお話を伺いま した。お２人は５０代 の方お２人だったんで すけども。
そのため、家族とか職 場とか支援者の温かい サポートの中で苦労も おありでし
ょうが、認知症と向か い合いながら生き生き とした暮らしをしてい ってる話を
聞いて、こちらは和や かな雰囲気の中で時間 を過ごさせていただき ました。音
楽を自分で歌ったり、 支援者の方とそういう ことをしたり、農場と 言いますか
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ね、ハウスの農場を見 に来る方に見学者の方 に説明するとかってい うお仕事を
してらして、職場の方 とか、生活の中ではい ろんな方の、支援者の 方と一緒に
暮らしていく、支援者 の方と過ごしていらし て、そういうサポート の中でも本
当にこにこと楽しくお 仕事していらっしゃる っていうことを知らせ ていただき
ました。聞いていると 本当に頑張っているん だなっていう、皆さん 頑張ってら
っしゃって楽しく生き ていっているんだって いうことがすごくわか りました。
その時に、私、思った んですけど、平取では そのような支援をする ことができ
ているのか、体制は整 っているのかという疑 問が生まれました。認 知症は一般
的に高齢者に多い病気ですが、若年性認知症は働き盛り世代に起こることから、
就労、経済、子育て、 家族介護など複合的な 課題を伴っています。 高齢者施策
の延長では十分に対応 できない側面がありま すので、世代に応じた 支援体制の
整備が必要だと思って おります。そこでまず 、現在、平取で若年性 認知症の方
に対応できる内容をお 聞きしたいと思います 。例えば、介護保険サ ービスを受
けられる内容とか、高 齢者と６５歳以下の方 でのサービスを受けら れるものの
違いだとか、そういうものがあればお聞かせ願いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

はい。ただいまの質問 にお答えいたします。 まずご指摘のとおり、 若年性認知
症は６５歳未満で発症 する認知症でございま して、働き盛りの世代 であること
から、就労だったり、 あるいは収入、住宅ロ ーン等の家計だったり 、子育て、
家族の介護負担など生 活の課題が同時に生じ やすい特徴がございま す。また、
外見ではわかりにくく 、周囲の理解が得られ にくいこともございま して、本人
が孤立したり、あるい は職場での不利益につ ながったり、家族が限 界まで囲い
込むなど支援につなが るまで時間がかかるこ とがあったりございま す。このた
め町としては、介護サ ービスの案内だけでは なく、医療だったり、 あるいは福
祉、就労、生活支援を 一体でつなぐ伴走型の 支援が必要であると認 識してござ
います。そこで、現在 できる対応ということ でございますけれども 、まず、医
療機関と介護サービス と地域の支援機関の連 携を図るため、支援だ ったり、あ
るいは認知症である方 とその家族を支援する 相談業務を行うために 、認知症地
域支援推進員を現在配 置してございます。こ の推進員のメンバーに つきまして
は、認知症だったり、 あるいは介護における 専門的知識を有する専 門職、町の
包括支援センターの職 員であったり、あるい は保健師、社会福祉士 などで構成
しておりまして、この 体制において、認知症 に関する相談を受けた 場合は、国
保病院のサポート医と 社会福祉士、それと地 域包括支援センターの 職員で構成
する認知症初期集中支 援チームというのを組 んでございまして、こ ちらにおい
て必要に応じて医療とか介護の職員がご自宅に訪問して、困り事の解決のため、
医師を含めたチームで 連携を図りながら、受 診の勧奨、あるいは制 度の案内、
必要な支援機関との連 絡調整を行っておりま す。また、介護サービ スについて
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は、認知症に発症され た方も、若年性認知症 と診断された方も介護 サービスは
利用できますので、そ れらの案内も含めて、 支援することとしてご ざいます。
またあわせて家族の介 護負担が大きい場合に つきましては、介護サ ービス利用
の提案のほか、関係機 関と連携しながら継続 的に見守りや相談対応 を行って、
認知症の相談者が悩み を抱え込まずに支援に つなげられるよう努め ているとこ
ろでございます。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

はい。サービス受けら れる内容、高齢者と６ ０歳以下での違いって いうのは、
今のところないっていうことでよろしいでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

はい。お答えいたしま す。まず、介護保険サ ービスのうち、６５歳 以上の方は
原因を問わず要介護認 定を受ければサービス の利用と対象になりま す。一方で
６５歳未満の方につい ては、原則として４０ 歳以上６５歳未満で、 かつ国が認
める特定疾病に該当す る場合に限って要介護 認定を得てサービスの 利用が対象
となりますが、若年性 認知症については、こ の特定疾病に該当しま すので、若
年性認知症と診断され て要介護あるいは要支 援の認定を受けた場合 は、介護保
険のサービスを受ける ことができることとな ってございます。サー ビスの種類
自体については、訪問 介護であったり、ある いは通所介護、短期入 所であった
り、それと福祉用具の 貸与、それと住宅の改 修など、基本的には６ ５歳以上の
認定と同様に利用が可 能でございますが、施 設の入所等については 、制度上、
利用ができる枠組みは ありますけれども、例 えば受け入れ条件や、 あるいは受
け入れ先の空き状況、 こちらの実務的な制約 がございまして、若年 性の場合に
ついては若干の調整の 時間がかかることもご ざいますので、もし該 当する方が
おられた場合には個別 の状況に応じて、地域 包括支援センターのほ うでご案内
させていただくということにしてございます。 

 

四 戸 副 議
長 

３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

わかりました。支援の 対応の相談窓口として は、現在国が平成２１ 年１０月１
日より「若年性認知症 コールセンター」を開 設しておりまして、平 成２８年度
からは若年性認知症の 人やその家族からの相 談に対応する窓口とし て「若年性
認知症支援コーディネ ーター」を、こちらの ほうは都道府県・指定 都市に設置
しているようです。各 市町村での若年性認知 症対策は、既存の認知 症施策の取
り組みの中で行ってい る場合が多く、現状、 市町村施策においては 若年性認知
症施策の位置づけは明 確ではなく、関係者の 問題意識も十分でない ことがわか
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っているようです。若 年性認知症は、特別な 誰かの問題ではなくて 、いつも私
達の身近に起こり得る 課題であると感じてい ます。私は高齢者なの で身近な知
識は多少ありますけど も若い人達のために、 本町においても今体制 を基盤に若
年性という視点を少し 加えていただきたいと 思います。それで先ほ ど今課長か
らの答弁をいただいた んですけども、一応認 知症と、要するに診断 書を受ける
と、受けられる補助制 度とか支援ということ があるということで、 ここの中に
精神保健福祉手帳って いうのがありまして、 これ税金の免除とかバ スの運賃の
割引等がありまして、 この等級によっては医 療費補助や後期高齢者 医療制度へ
加入ができるっていう ことになっていまして 、これが私がちょっと 聞いた理由
が後期高齢者医療制度 っていうのは、普通の 認知症でありますよっ ていうこと
よりも、そういう、受 けますと、これに移行 できるということは、 それ以上の
ことが補助とか援助と か支援とかがしていた だけるものなのかなと 思って、先
ほどちょっとお聞きし たんですよね。こうい うこともきっと、そう いうことと
か、自立支援医療制度 っていうことで通院に かかる医療費の自己負 担額が１割
負担になるとか、そう いう医師の診断とか、 そういうものを受ける と、こうい
うことも受けられます よっていうことを若年 性認知症の方が知って るかどうか
っていうのがちょっと 、これは特に本当に医 師の診断が本当に必要 ですから、
必ず診断を受けるよう にっていうことを講演 の中でもおっしゃって いましたの
で、こういうことも、 なかなか質問といいま すかね、聞けないこと ではないか
と思うんですよね。そ れで、いつでも家族の 方や本人とか職場の方 などが気軽
にこういう場合どうな んですかっていう相談 をしに行ける専用窓口 の設置を考
えていっていただけれ ば、行ってそういうこ とがわかれば、その方 たちのため
になることに通じるの ではないかと思うんで 、専用窓口の設置をお 願いしたい
と思うんですが、どうでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

はい。お答えいたしま す。若年性認知症につ いては介護の相談に加 えて、先ほ
どもちょっと申し上げ ましたけども、就労や 家計、家族関係だった り、それと
受診診断、障害福祉と の関係など相談内容が 複合化しやすいという 特徴があっ
て、ご本人やご家族が どこに相談すればいい かわからないという状 態になりが
ちでございます。この ため町としては窓口を 掲げるだけではなく、 相談を確実
に受け止め、必要な支 援につなげ、継続的に 伴走支援できる窓口機 能を整える
ことが重要と考えてご ざいます。そのうえで 地域包括支援センター を中核に、
先ほど申し上げました 認知症地域支援推進員 だったり、あるいは認 知症初期集
中支援チームが連携し て、初期対応から始め て専門的な相談と支援 につながる
体制、こちらを整える ことが望ましいと考え てございます。そこで 町として専
門窓口として整えるべき機能についてなんですけれども、まず入り口の一本化、
こちらで迷わせないこ ととしまして、まずは 若年性認知症の相談は ここという
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ことで明確にして、電 話であったり、あるい は来所、家族からの相 談を含めて
受け止めたいと考えて ございます。その上で 窓口や、地域包括支援 センターを
中核として、受け付け の迷いが生じないよう にしたいと考えてござ います。そ
して、相談を受けた際 には、症状だけではな く、就労や家計、家族 、緊急性、
こちらを確認して医療 につなぐ、あるいは制 度につなぐ、もしくは 危機的な対
応、家族の支援など次 の一手を示す、早期に 対応を示す体制とした いと考えて
ございます。また、若 年性の場合は受診に行 けない、あるいはご本 人が行きた
がらない、それから制 度の申請がなかなか進 まないと、また、家族 が介護に限
界であると、それと職 場との調整がなかなか 難しいなど、こういっ たことが起
こりやすいため、紹介 して終わりではなく、 必要に応じて関係機関 と連絡調整
や、あるいは同行であ ったり、支援会議の開 催など伴走的に支援し たいという
ふうに考えてございま す。それと外部の専門 機関、こちらとも連携 し、町単独
で抱え込まないと、こ ういうことも重要と考 えてございますので、 町の支援だ
けで完結させずに北海 道の相談機関であった り、あるいは専門職と も連携しな
がら、診断、医療、社 会資源の調整まで含め て支援できる体制を整 えたいとい
うふうに考えてござい ます。このことから、 相談窓口や支援推進員 の周知方法
であったり、あるいは 担当者の明確化など、 相談動線の改善を検討 してまいり
たいと思いますので、 ご理解のほどよろしく お願いしたいと思いま す。以上で
す。 

 

四 戸 副 議
長 

３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

はい。とても前向きな 答弁いただいたと思っ ております。それで、 ちょっとこ
こから少しコマーシャ ルなんですけども、今 おっしゃっていただい たことで皆
さんもきっと理解して いただいたと思うんで すけど、若年性認知症 は、本人の
みならず家族の生活基 盤に大きな影響を及ぼ すと先ほどから申し上 げておりま
すけども、やっぱり高 齢者の認知症との違い などを理解してもらう 取り組みが
必要となると思います 。今行政的な答弁いた だいたのは、すごく十 分やってい
ただけるということ認 識しましたけど、その 周りのフォローといい ますかそう
いうことも必要なので 、そこのところもちょ っと進めていただきた いと思って
おります。あと各市町 村での若年性認知症施 策は、既存の認知症施 策の取り組
みの中で行っているん ですけども、そこをま た特別扱いしたほうが 本当皆さん
に十分支援ができるん じゃないかと思ってお ります。特に、介護保 険制度の地
域支援事業の認知症総 合支援事業における認 知症サポーター養成講 座、その上
に進むステップアップ 講座、それと、認知症 カフェは若年性認知症 の人の支援
に関わる事業で、若年 性認知症の人の支援を 推進するための方策を 検討する際
にとても取り組みやす い事業の枠組みである と考えております。今 ある私達、
平取町やっていますこ の事業は本当に既に行 われていますし、きち っとやって
いる事業なんですね。 そこに地域で暮らす認 知症の人や家族の困り ごとの支援
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ニーズと認知症サポー ターを結びつけるため のチームオレンジの取 り組みも、
平取町は行っておりま すので、内容を少し若 年性認知症に合ったも のに改善し
て い け ば も っ と 広 が っ て 膨 ら ん で 良 い も の と な っ て い く と 私 は 思 っ て お り ま
す。若年性認知症は高 齢者の認知症と比べて 社会的な認知度が十分 でないこと
や、必要とされる支援が本人や家族に届いていないことや、家族、友人、隣人、
ボランティア、ＮＰＯ 、地域住民の助け合い と非公式なつながりや 自発的な活
動による支援の不足が 喫緊の課題とされてい ます。この間いらした 方は、どこ
かの組織の支援じゃな くて、本当にボランテ ィア的な支援者ってい う言葉で寄
り添って、女性の方な んですけど、それに一 緒に助けていっている っていうお
話を聞きました。それ も本当に気持ちですよ ね。気持ちといいます か、そうい
うものが本当に温かく 周りで支えているんだ なということが感じら れました。
それで、若年性認知症 は特別な人の問題では なくて、誰にでも起こ り得る身近
な課題として地域全体 で理解して支えていく 必要が求められますが 、今できる
ことから少しでも進め ていくべきと考えます 。でも先ほどから課長 からの答弁
はそういうことをもう 本当に進めていってい ただけるという答弁を いただいた
と思っています。それ でも最後に答弁で終わ りたいと思いますので 、若年性認
知症を明確に位置づけ た支援の必要性をどの よう認識し、今後どの ような取り
組みを検討していくか 、最後伺いたいと思い ます。短くて結構です ので、答弁
をお願いします。 

 

四 戸 副 議
長 

保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

はい。ありがとうござ います。今後の若年性 認知症の方の対応とい うことなん
ですけれども、まず町 全体で支えていくこと が支援として必要なの かなという
ふうに考えてございま す。まず同じような繰 り返しになりますけれ ども、まず
早期につなげること。 それと医療や介護、生 活支援と組み合わせる こと。それ
と就労や家族の課題ま で含めて考えてあげる こと。それと地域で支 える基盤を
作ること、これも大事 かなというふうに考え てございます。先ほど 議員がおっ
しゃいましたとおり、 認知症のサポートサポ ーター、養成講座とか 、こういっ
た機会もありますので 、こういった認知症の 特性にも触れながら普 及啓発を進
めて、さらなる町全体 で理解と見守りが広が る地域づくりを目指し たいという
ふうに考えてございま す。今後も関係部署と 、関係機関と連携しな がら切れ目
ない支援につなげるよ う努力してまいりたい と思いますので、今後 ともご協力
お願いしたいと思います。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

松澤議員の質問は終了します。 

以上で、通告がありました議員からの質問は全て終了しましたので、日程第２、
一般質問を終了します。 

以上で、本日の日程は 全て終了しました。本 日はこれで散会いたし ます。明日
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３月１１日は午前９時 ３０分より、議事堂に おいて、予算審査特別 委員会を開
催しますので、出席についてよろしくお願いいたします。 

本日は大変ご苦労さまでした。 

 

  

（閉 会 午後 ２時０５分） 

 


